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白
居
易
の
母
に
つ
い
て

和
　
田
　
浩
　
平

は
じ
め
に

唐
の
白
居
易
（
七
七
二
―
八
四
六
）
に
「
襄
州
別
駕
白
府
君
事
状
」
巻
四
六
1

と
い
う
一
文
が
あ
る
。

こ
の
「
事
状
」（
以
下
、
省
略
形
も
用
い
る
）
に
は
、
白
居
易
の
父
白
季
庚
（
七

二
九
―
七
九
四
）
と
母
陳
氏
（
七
五
五
―
八
一
一
）
の
事
績
が
記
さ
れ
て
い
る
。

父
は
貞
元
十
年
に
、
襄
陽
（
湖
北
省
）
の
官
舎
に
お
い
て
歿
し
、
そ
の
十
七
年

後
、
母
は
元
和
六
年
四
月
三
日
、
長
安
の
宣
平
里
の
私
邸
で
亡
く
な
っ
た
。

こ
の
母
の
死
を
契
機
に
、
白
居
易
は
下
邽
（
陝
西
省
）
に
退
居
し
、
喪
に
服
し

て
い
る
。

こ
の
と
き
白
居
易
は
、
始
祖
の
白
建
か
ら
四
代
の
白
温
ま
で
の
墓
は
韓
城
（
陝

西
省
）
に
残
し
、
祖
父
白
鍠
（
七
〇
六
―
七
七
三
）、
亡
父
白
季
庚
の
両
墓
等
を

下
邽
の
義
津
郷
に
遷
す
こ
と
に
決
め
て
い
る
。

白
居
易
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
心
境
で
あ
っ
た
の
か
。

拙
稿
は
、「
襄
州
別
駕
白
府
君
事
状
」
を
も
と
に
、
白
居
易
の
母
に
つ
い
て
整

理
し
、
理
解
を
深
め
た
い
。
そ
し
て
、
母
の
死
後
に
と
っ
た
行
動
か
ら
、
白
居
易

の
心
情
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

先
ず
は
、「
襄
州
別
駕
白
府
君
事
状
」
の
母
陳
氏
の
部
分
を
読
む
こ
と
に
し
よ

う
。

一
「
襄
州
別
駕
白
府
君
事
状
」

「
事
状
」
は
、
前
半
に
父
季
庚
の
こ
と
が
書
か
れ
、
後
半
に
母
陳
氏
の
こ
と
が

添
え
ら
れ
る
。
今
、
後
半
部
分
に
関
し
て
、
本
文
を
九
つ
に
分
け
て
提
供
し
、
注

釈
2
を
付
す
。
和
訳
を
試
み
、
そ
の
後
で
若
干
の
解
説
を
加
え
る
。
母
の
人
間
像

と
白
居
易
の
心
情
は
、
二
章
と
三
章
で
検
討
し
た
い
。

①
夫
人
潁
川
陳
氏
3
、
陳
朝
4

宜
都
5

之
後
。
祖
諱
璋
利
州
刺
史
6
。
考
7

諱

潤
8
坊
州
鄜
城
縣
令
9
。
妣
10
太
原
白
氏
。
②
夫
人
無
兄
姉
弟
妹
。
八
歳
、
丁
11

鄜
城
府
君
之
憂
、
居
喪
致
哀
、
主
祭
盡
敬
、
其
情
禮
有
過
成
人
12
者
、
中
外
姻
族
、

咸
稱
異
之
。
③
十
五
歳
事
舅
姑
13
、
服
勤
婦
道
夙
夜
九
年
。
④
迨
于
奉
蒸
甞
14
、

睦
娣
姒
15
、
待
賔
客
、
撫
家
人
、
又
三
十
三
年
禮
無
違
者
。
故
中
外
凡
爲
冡
婦
16
者
、

皆
景
慕
17
而
儀
刑
18
焉
。
⑤
又
別
駕
府
君
19
即
世
20
、
諸
子
尚
幼
未
就
師
學
。
夫

人
親
執
詩
書
21
、
晝
夜
教
導
、
恂
恂
22
善
誘
、
未
甞
以
一
呵
一
杖
加
之
。
十
餘
年
閒
、

諸
子
皆
以
文
學
仕
進
、
官
至
淸
近
。
實
夫
人
慈
訓
所
致
也
。
⑥
夫
人
、
爲
女
孝
如

是
、
爲
婦
順
如
是
、
爲
母
慈
如
是
。
擧
三
者
與
百
行
可
知
矣
。
⑦
建
中
初
、
以
府

君
彭
城
之
功
封
潁
川
縣
君
。
⑧
元
和
六
年
四
月
三
日
、
歿
于
長
安
宣
平
里
23
第
。

享
年
五
十
七
。
其
年
十
月
八
日
、
從
先
府
君
24
祔
于
皇
姑
25
焉
。
⑨
有
子
四
人
。

長
曰
幼
文
、
前
饒
州
浮
梁
縣
主
簿
26
。
次
曰
居
易
、
前
京
兆
府
戸
曹
參
軍
27
、
翰

林
學
士
28
。
次
曰
行
閒
、
前
秘
書
省
校
書
郎
29
。
幼
子
金
剛
奴
、
無
祿
30
早
世
。

①
白
季
庚
夫
人
は
潁
川
の
陳
氏
の
出
で
あ
り
、
南
朝
陳
王
朝
の
宜
都
王
陳
叔
明
の
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要
　
第
二
十
三
号

後
裔
で
あ
る
。
祖
父
諱
璋
は
利
州
刺
史
で
あ
っ
た
。
亡
父
諱
潤
は
坊
州
鄜
城
縣
の

令
で
あ
っ
た
。
亡
母
は
太
原
の
白
氏
で
あ
る
。
②
夫
人
に
は
兄
弟
姉
妹
が
な
い
。

八
歳
の
時
、
鄜
城
縣
の
令
の
父
の
死
に
あ
い
、
喪
に
服
し
て
悲
し
ん
だ
。
祭
祀
を

つ
か
さ
ど
っ
て
敬
意
を
尽
く
し
、
心
情
も
礼
儀
も
こ
の
う
え
な
か
っ
た
。
家
の
内

と
外
の
親
族
は
、
み
な
彼
女
を
す
ぐ
れ
て
い
る
と
み
な
し
た
。
③
十
五
歳
の
と
き

に
舅
姑
に
つ
か
え
、
嫁
と
し
て
の
道
に
尽
く
す
こ
と
九
年
で
あ
っ
た
。
④
先
祖
へ

の
祭
り
を
し
、主
人
の
弟
の
妻
た
ち
と
仲
良
く
し
、賓
客
を
接
待
し
、一
家
の
人
々

を
大
事
に
す
る
こ
と
は
、
ま
た
三
十
三
年
の
間
、
礼
に
違
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
家
の
内
外
の
長
男
の
妻
は
、
み
な
彼
女
を
尊
敬
し
て
手
本
に
し
た
。
⑤

襄
州
別
駕
の
季
庚
が
世
を
去
っ
た
と
き
に
は
、
こ
ど
も
た
ち
は
ま
だ
幼
く
、
先
生

に
つ
い
て
学
ぶ
ま
で
に
な
っ
て
な
か
っ
た
。
夫
人
は
自
分
で
『
詩
経
』
や
『
書
経
』

を
手
に
と
り
、
昼
夜
に
わ
た
っ
て
教
え
た
。
ま
ご
こ
ろ
を
こ
め
て
善
く
導
き
、
罵

声
を
あ
げ
て
打
擲
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
十
数
年
の
間
に
、
こ
ど
も
た
ち
は
学

問
で
仕
官
し
、
高
位
の
官
に
至
っ
た
。
ま
こ
と
に
夫
人
の
慈
訓
の
い
た
す
と
こ
ろ

で
あ
る
。
⑥
夫
人
は
、
娘
と
し
て
の
孝
行
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
嫁
と
し

て
の
従
順
な
さ
ま
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
母
と
し
て
の
慈
愛
は
こ
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
点
を
あ
げ
れ
ば
、
す
べ
て
の
行
い
も
知
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。⑦
建
中
年
間
の
初
め
、夫
人
は
府
君
の
彭
城
縣
令
の
功
績
に
よ
っ

て
、
潁
川
縣
君
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
⑧
元
和
六
年
四
月
三
日
、
長
安
の
宣
平
里
の
私

邸
で
病
没
し
た
。
享
年
五
十
七
歳
。
そ
の
年
の
十
月
八
日
に
先
の
府
君
季
庚
に

従
っ
て
、
姑
の
薛
氏
の
墓
所
に
合
葬
し
た
。
⑨
四
人
の
子
が
い
る
。
長
子
を
幼
文

と
い
い
、
前
の
饒
州
浮
梁
縣
主
簿
で
あ
る
。
次
子
を
居
易
と
い
い
、
前
の
京
兆
府

戸
曹
參
軍
、
翰
林
學
士
で
あ
る
。
そ
の
次
を
行
簡
と
い
い
、
前
の
秘
書
省
の
校
書

郎
で
あ
る
。
幼
子
は
金
剛
奴
、
不
幸
に
し
て
早
世
し
た
。

①
に
は
母
の
出
身
が
記
さ
れ
る
。
母
は
南
朝
陳
王
朝
の
陳
叔
明
の
後
裔
と
あ

る
。
郡
望
で
あ
ろ
う
。

次
に
祖
父
陳
璋
が
利
州
刺
史
で
あ
っ
た
こ
と
、
父
陳
潤
（
？
―
七
六
二
）
が
坊

州
鄜
城
縣
の
令
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。
二
人
の
詳
細
は
不
明
。

亡
母
と
は
、
母
の
母
（
七
三
一
―
八
〇
〇
）
で
あ
り
、
白
居
易
の
外
祖
母
に
あ

た
る
。
こ
の
外
祖
母
に
つ
い
て
は
「
唐
故
坊
州
鄜
城
縣
尉
陳
府
君
夫
人
白
氏
墓
誌

銘
」
巻
四
二
が
あ
る
。「
事
状
」
に
、彼
女
は
太
原
の
白
氏
で
あ
る
と
記
さ
れ
る
が
、

白
居
易
の
母
も
白
氏
の
血
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

②
母
は
兄
弟
姉
妹
が
な
く
、
一
人
っ
子
で
あ
っ
た
。
八
歳
の
時
に
、
父
の
陳
潤

が
亡
く
な
っ
た
。

喪
に
服
し
て
は
哀
悼
の
意
を
抱
き
、祭
祀
を
つ
か
さ
ど
っ
て
は
敬
意
を
尽
く
す
。

そ
の
心
情
も
礼
儀
も
こ
の
う
え
な
く
立
派
で
、
内
外
の
人
々
が
賞
賛
し
た
。
幼
少

時
に
受
け
た
優
れ
た
教
育
を
思
わ
せ
る
。

③
十
五
歳
の
時
に
嫁
ぎ
、
舅
白
鍠
と
姑
薛
氏
に
尽
く
し
た
孝
行
ぶ
り
が
記
さ
れ

る
。
白
鍠
と
薛
氏
の
こ
と
は
、「
故
鞏
縣
令
白
府
君
事
状
」
巻
四
六
に
記
さ
れ
る
。

白
鍠
の
死
は
大
暦
八
年（
七
七
三
）で
あ
り
、薛
氏
の
死
は
大
暦
十
二
年（
七
七
七
）

で
あ
る
。
鍠
に
仕
え
た
の
は
、
大
暦
四
年
か
ら
大
暦
八
年
ま
で
の
四
年
間
。
薛
氏

に
は
、
大
暦
四
年
か
ら
大
暦
十
二
年
ま
で
の
八
年
間
で
あ
っ
た
。

④
母
は
元
和
六
年
（
八
一
一
）
に
歿
し
た
。
薛
氏
の
没
時
か
ら
は
、三
十
四
年
。

母
の
二
十
三
歳
か
ら
五
十
七
歳
ま
で
の
様
子
を
述
べ
て
い
る
。

外
祖
母
は
、
貞
元
十
六
年
（
八
〇
〇
）
に
七
十
歳
で
歿
し
た
。
没
後
の
十
一
年

間
は
、
母
が
一
人
で
白
氏
を
切
り
盛
り
し
た
こ
と
に
な
る
。

先
祖
の
祭
祀
、
夫
の
弟
の
妻
た
ち
と
の
交
流
、
賓
客
の
接
待
、
家
人
へ
の
慈
し

み
な
ど
、
み
な
礼
を
損
な
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。

仮
に
、
父
の
陳
潤
が
歿
し
た
宝
応
元
年
（
七
六
二
）
か
ら
ほ
ど
な
く
、
白
氏
の

世
話
に
な
っ
て
い
た
と
す
る
と
、
十
五
年
の
歳
月
が
あ
る
。
先
祖
の
祭
祀
を
は
じ

め
、
各
種
の
し
き
た
り
を
習
得
し
た
に
違
い
な
い
。

⑤
夫
の
季
庚
が
歿
し
た
の
は
貞
元
十
年
で
あ
る
。
こ
の
時
、
在
世
す
る
子
は
三
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白
居
易
の
母
に
つ
い
て

人
い
た
。
幼
文
31
、
居
易
、
行
簡
で
あ
る
。

長
子
幼
文
（
？
―
八
一
七
）
は
、
活
躍
の
場
が
不
明
。
次
子
白
居
易
は
、
二
十

三
歳
。
ま
だ
郷
試
す
ら
受
け
て
い
な
い
。
第
三
子
行
簡
（
七
七
六
―
八
二
六
）
も

十
九
歳
で
あ
っ
た
。

白
居
易
が
進
士
科
に
及
第
す
る
の
は
貞
元
十
六
年
で
あ
る
。
父
の
死
か
ら
六
年

経
っ
て
い
た
。
行
簡
の
及
第
は
元
和
二
年
（
八
〇
六
）
で
あ
り
、
十
二
年
後
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
白
居
易
は
二
十
九
歳
で
及
第
し
、行
簡
は
三
十
一
歳
で
及
第
す
る
。

夫
の
死
か
ら
行
簡
が
進
士
科
に
及
第
す
る
ま
で
、
母
は
、
四
十
歳
か
ら
五
十
三

歳
ま
で
の
時
間
を
過
ご
し
た
。
子
へ
の
教
育
は
、
円
熟
し
た
時
の
中
に
費
や
さ
れ

た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

⑥
母
に
関
す
る
記
し
方
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
娘
と
し
て
の
孝
行
、
嫁
と
し
て

の
従
順
ぶ
り
、
母
と
し
て
の
慈
愛
、
こ
の
三
点
か
ら
母
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る

と
わ
か
る
。

⑦
建
中
元
年
（
七
八
〇
）、
夫
は
徐
州
彭
城
縣
の
令
に
任
命
さ
れ
た
。
母
は
夫

の
功
績
に
よ
っ
て
、
潁
川
縣
君
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
内
助
の
功
が
暗
に
示
さ
れ
て
い

る
。⑧

母
が
歿
し
た
日
時
、
場
所
、
年
齢
、
埋
葬
し
た
地
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑨
服
喪
中
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
長
子
幼
文
は
、前
の
饒
州（
江

西
省
）
の
浮
梁
縣
の
主
簿
で
あ
っ
た
。
次
子
白
居
易
は
、前
の
京
兆
府
戸
曹
參
軍
、

翰
林
學
士
で
あ
っ
た
。
三
子
行
簡
は
、
前
の
秘
書
省
の
校
書
郎
で
あ
っ
た
。
末
子

の
幼
美
（
金
剛
奴
）
は
、
貞
元
八
年
九
月
に
九
歳
で
歿
し
て
い
る
32
。
兄
弟
三
人

が
官
職
を
辞
し
て
、
下
邽
に
退
居
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
　
母
陳
氏
に
つ
い
て

前
章
「
襄
州
別
駕
白
府
君
事
状
」
の
⑥
に
、「
爲
女
孝
如
是
、
爲
婦
順
如
是
、

爲
母
慈
如
是
」
と
あ
る
。
白
居
易
は
「
女
と
し
て
、
婦
と
し
て
、
母
と
し
て
」
と
、

三
視
点
を
用
意
し
て
、
母
の
人
柄
を
語
っ
て
い
る
。

本
章
で
は
、
こ
の
女
（
娘
）、
婦
（
嫁
）、
母
の
三
時
期
に
分
け
て
、
白
居
易
の

母
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
。

（
1
）
娘
時
期

「
事
状
」
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
母
は
陳
潤
と
太
原
の
白
氏
の
間
に
生
ま
れ
た
。

陳
潤
は
、
そ
の
最
終
歴
が
坊
州
鄜
城
縣
の
令
で
あ
り
、
利
州
刺
史
の
陳
璋
の
子

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

太
原
の
白
氏
は
、
白
居
易
に
と
っ
て
外
祖
母
に
な
る
が
、
こ
の
人
は
、
延
安
縣

の
令
で
終
わ
っ
た
白
某
と
韓
氏
の
娘
で
あ
っ
た
33
。

外
祖
母
は
、
玄
宗
の
開
元
十
九
年
（
七
三
一
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
彼
女
の
青

春
は
、
開
元
、
天
宝
と
い
う
太
平
の
世
の
中
に
あ
っ
た
。

や
が
て
陳
潤
と
結
ば
れ
て
女
児
が
生
ま
れ
た
。こ
の
娘
が
白
居
易
の
母
で
あ
る
。

外
祖
母
は
、
時
に
二
十
五
歳
。
天
宝
十
四
載
（
七
五
五
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
天
宝
十
四
載
こ
そ
、唐
を
混
乱
さ
せ
た
安
史
の
乱
が
始
ま
っ
た
年
で
あ
る
。

よ
く
知
ら
れ
た
乱
の
動
向
を
簡
略
に
ま
と
め
る
34
。

天
宝
十
四
載
、
安
禄
山
が
挙
兵
。
翌
年
、
洛
陽
で
帝
位
に
つ
い
た
。
玄
宗
は
四

川
の
成
都
に
都
落
ち
す
る
。
子
の
粛
宗
が
霊
武
で
即
位
し
、反
撃
体
勢
を
整
え
る
。

至
徳
二
年
（
七
五
七
）、
安
禄
山
が
安
慶
緒
に
殺
さ
れ
、
史
思
明
が
大
軍
を
率

い
て
南
下
す
る
。
や
が
て
史
思
明
も
殺
さ
れ
、史
朝
義
が
帝
位
に
つ
く
。
こ
の
間
、

洛
陽
、
潼
関
、
睢
陽
等
で
も
激
戦
が
続
き
、
各
地
は
荒
廃
し
た
。

宝
応
元
年
（
七
六
二
）
玄
宗
、
粛
宗
と
も
に
崩
じ
、
代
宗
が
即
位
す
る
。

広
徳
元
年（
七
六
三
）、ウ
イ
グ
ル
の
力
を
仰
ぎ
、唐
は
乱
を
平
定
す
る
。し
か
し
、

長
安
は
す
ぐ
に
吐
蕃
の
侵
入
を
許
し
た
。

天
宝
十
四
載
に
生
ま
れ
た
母
は
、
宝
応
元
年
に
父
陳
潤
を
失
う
ま
で
、
八
年
間

を
、
激
動
の
中
で
過
ご
し
た
こ
と
に
な
る
。
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「
事
状
」に
は
、「
夫
人
無
兄
姉
弟
妹
」と
母
が
一
人
っ
子
で
あ
っ
た
事
実
が
、は
っ

き
り
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
外
祖
母
に
姉
妹
が
あ
っ
た
こ
と
35
、
ま
た
夫
と

な
る
白
季
庚
に
季
般
、
季
軫
、
季
寧
、
季
平
ら
の
弟
が
い
た
こ
と
36
と
比
べ
る
と

少
な
い
。

こ
れ
は
社
会
の
混
乱
を
或
る
意
味
で
語
っ
て
い
る
。
激
変
し
た
世
の
状
況
37
と

同
じ
よ
う
に
、
母
の
一
家
も
平
安
を
保
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

父
を
失
っ
た
宝
応
元
年
に
は
、
玄
宗
が
崩
じ
、
つ
い
で
粛
宗
も
崩
じ
て
い
る
。

世
の
中
も
我
が
家
の
行
く
末
も
、
全
く
見
え
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
38
。

外
祖
母
は
、
時
に
三
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
以
後
娘
と
如
何
に
生
き
て
い
く
か
。

彼
女
に
は
、
お
そ
ら
く
三
つ
の
選
択
肢
が
あ
っ
た
。

イ
、
夫
陳
潤
の
家
系
を
頼
る
。
ロ
、
母
韓
氏
の
家
系
を
頼
る
。
ハ
、
父
白
某
の

家
系
を
頼
る
。

イ
、
ロ
に
関
し
て
は
、
可
能
性
は
あ
っ
て
も
資
料
が
見
当
た
ら
な
い
。

ハ
に
関
し
て
も
、
外
祖
母
の
父
白
某
は
、
す
で
に
在
世
し
て
い
な
か
っ
た
39
。

嫁
ぎ
先
で
夫
が
死
没
し
た
場
合
、
一
般
に
は
実
家
に
も
ど
り
、
父
母
や
兄
弟
な

ど
に
世
話
に
な
る
場
合
が
知
ら
れ
て
い
る
40
。
外
祖
母
の
場
合
、
父
白
某
の
兄
弟

を
頼
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

白
某
は
、
白
温
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
兄
弟
は
、
少
な
く
と
も
六
人
は
い

た
41
が
、
白
某
は
、
そ
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
。
今
、
そ
の
兄
弟
と
し
て
、
若

42
、
鏻
43
、
某
、
鍠
（
第
六
男
）
ら
が
確
認
で
き
る
（
残
り
は
不
明
）。

こ
の
う
ち
、
最
も
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
鍠
で
あ
る
。
鍠
に
は
五
人
の
子
が
い

た
。
外
祖
母
は
、
や
が
て
娘
を
長
男
の
季
庚
に
嫁
が
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

幼
少
時
の
母
の
様
子
は
、「
事
状
」
に
、「
鄜
城
の
府
君
の
憂
に
丁
（
あ
）
ひ
、

喪
に
居
り
て
哀
を
致
し
、
祭
り
を
主
り
て
敬
を
盡
く
し
、
其
の
情
禮
に
は
、
成
人

に
過
ぎ
た
る
者
有
り
て
、
中
外
の
姻
族
、
咸
（
こ
と
ご
と
）
く
稱
し
て
之
を
異
と

す
」
と
記
さ
れ
る
。

父
が
歿
し
た
時
、
母
は
そ
の
祭
祀
を
賢
明
に
こ
な
し
た
の
だ
。

こ
の
行
為
は
、
外
祖
母
が
、
父
の
白
某
を
祀
っ
た
際
の
孝
女
ぶ
り
を
彷
彿
と
さ

せ
る
。

「
唐
故
坊
州
鄜
城
縣
尉
陳
府
君
夫
人
白
氏
墓
誌
銘
」
に
も
、「
鄜
城
の
歿
す
る
に

洎
（
お
よ
）
び
、
夫
人
は
幼
女
を
撫
訓
す
、
節
婦
爲
り
」
と
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

夫
陳
潤
の
死
後
、
母
は
、
外
祖
母
に
よ
っ
て
、
葬
儀
に
関
す
る
厳
格
な
教
育
を

受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
嫁
時
期

大
暦
四
年
（
七
六
六
）、
母
は
白
季
庚
に
嫁
い
だ
。
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
結
婚

に
至
る
経
緯
は
わ
か
ら
な
い
。

何
ら
か
の
同
意
が
見
出
さ
れ
て
、
母
は
、
外
祖
母
の
叔
父
に
あ
た
る
鍠
の
子
、

季
庚
を
相
手
に
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
白
氏
の
血
を
引
く
母
が
、
白
氏
の
季
庚
に
嫁

い
だ
こ
と
に
な
る
。

季
庚
は
す
で
に
四
十
一
歳
で
あ
っ
た
。
晩
婚
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
経
済

的
な
理
由
か
ら
だ
と
さ
れ
た
り
44
、
再
婚
で
あ
っ
た
45
と
も
言
わ
れ
る
。

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
母
は
幼
少
時
か
ら
聡
明
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
選
ば
れ
た

理
由
で
あ
ろ
う
。

筆
者
は
、
二
人
の
結
婚
に
は
、
取
り
巻
く
時
代
の
事
情
が
あ
っ
た
と
思
う
。
安

史
の
乱
が
起
こ
り
、
唐
は
未
曽
有
の
混
乱
の
中
に
あ
っ
た
。
白
氏
の
一
家
も
生
き

残
る
路
を
探
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
一
家
の
安
定
を
求
め
て
、
白
氏
の
血
を
引
く

者
同
士
の
結
婚
に
至
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
嫁
ぎ
先
で
仕
え
た
舅
の
白
鍠
と
夫
の
白
季
庚
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物

だ
っ
た
の
か
。

先
ず
は
、白
鍠
に
関
す
る
資
料
「
故
鞏
縣
令
白
府
君
事
状
」
を
読
ん
で
み
よ
う
。

こ
の
「
事
状
」
に
は
、
最
初
、
白
氏
の
古
来
の
歴
史
が
語
ら
れ
、
次
に
北
斉
の

白
建
以
下
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
鍠
の
こ
と
は
、
そ
の
後
に
続
く
。
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白
居
易
の
母
に
つ
い
て

①
公
、
諱
鍠
、
字
□
46
鍾
、
都
官
郎
中
第
六
子
。
幼
好
學
、
善
屬
文
、
尤
工
五
言
詩
。

有
集
十
巻
。
②
年
十
七
、
明
經
及
第
、
解
褐
47
、
授
鹿
邑
縣
尉
48
、
洛
陽
縣
49
主
簿
、

酸
棗
縣
50
令
。
③
理
酸
棗
有
善
政
。
本
道
節
度
使
令
狐
章
51
、
知
而
重
之
、
秩

滿
52
、
奏
授
殿
中
侍
御
史
53
、
内
供
奉
54
、
賜
緋
魚
袋
55
、
充
滑
臺
56

節
度
參

謀
57
。
軍
府
之
要
、
多
咨
度
58
焉
。
居
歳
餘
、
公
甞
規
章
之
失
、
章
不
聽
。
公
因

留
一
書
移
章
、
不
辭
而
去
。
④
明
年
、
選
授
河
南
府
鞏
縣
令
59
。
在
任
三
考
60
。

自
鹿
邑
至
鞏
縣
、
皆
以
淸
直
靜
理
61
聞
於
一
時
。
爲
人
沈
厚
和
易
62
、
寡
言
多

可
63
。
至
於
渉
是
非
、
閞
64
邪
正
者
、
辨
而
守
之
、
則
確
乎
其
不
可
拔
65
也
。

①
公
、
諱
は
鍠
、
字
は
□
鍾
、
都
官
郎
中
（
白
温
）
の
第
六
子
で
あ
る
。
幼
い
時

よ
り
勉
学
を
好
み
、
詩
文
を
綴
る
の
が
上
手
か
っ
た
。
と
り
わ
け
五
言
詩
が
得
意

で
あ
っ
た
。
詩
文
集
十
巻
が
あ
る
。
②
十
七
歳
で
明
経
科
に
合
格
し
た
。
官
職
に

つ
き
、
鹿
邑
縣
尉
、
洛
陽
縣
主
簿
、
酸
棗
縣
令
を
授
け
ら
れ
た
。
③
酸
棗
縣
を
治

め
て
い
た
時
に
善
政
が
あ
っ
た
。
上
司
の
滑
、
亳
、
魏
、
博
節
度
使
の
令
狐
章
は
、

公
の
こ
と
を
知
っ
て
重
ん
じ
た
。
任
期
が
終
了
し
た
時
に
、
上
奏
し
て
、
殿
中
侍

御
史
、
内
供
奉
、
賜
緋
魚
袋
を
授
与
し
て
、
滑
臺
節
度
の
參
謀
に
充
て
た
。
節
度

使
の
幕
府
の
重
要
な
こ
と
は
、
公
に
諮
問
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
一
年
あ
ま
り

し
て
、
公
は
、
令
狐
章
の
過
失
を
戒
め
た
。
し
か
し
令
狐
章
は
聞
き
入
れ
な
い
。

そ
こ
で
公
は
、手
紙
を
一
通
令
狐
章
に
残
し
て
、別
れ
の
挨
拶
も
せ
ず
に
立
ち
去
っ

た
。
④
翌
年
、
選
ば
れ
て
河
南
府
鞏
縣
令
を
授
け
ら
れ
た
。
在
任
は
九
年
で
あ
っ

た
。鹿
邑
県
の
尉
か
ら
鞏
県
の
令
に
至
る
ま
で
、ど
の
役
職
も
清
廉
で
正
直
を
も
っ

て
、
当
時
聞
こ
え
て
い
た
。
公
は
、
落
ち
着
い
た
人
柄
で
近
づ
き
や
す
く
、
よ
け

い
な
こ
と
は
言
わ
ず
、
人
に
寛
容
で
あ
っ
た
。
是
非
、
正
邪
に
関
し
て
は
、
そ
れ

を
明
確
に
し
て
守
り
通
し
、
そ
の
厳
格
さ
は
揺
る
が
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

本
文
の
③
と
④
に
は
、
白
鍠
の
人
柄
が
出
て
い
る
。

鍠
は
、
酸
棗
縣
で
善
政
を
行
っ
た
。
そ
の
有
能
ぶ
り
を
知
っ
た
節
度
使
の
令
狐

章
が
、
鍠
を
幕
府
に
入
れ
て
参
謀
に
す
る
。
一
年
余
り
し
て
鍠
は
、
令
狐
章
の
過

失
を
戒
め
た
。
令
狐
章
は
聞
き
入
れ
な
い
。
鍠
は
、
一
通
の
手
紙
を
残
し
て
、
別

れ
の
挨
拶
も
せ
ず
に
立
ち
去
っ
た
と
い
う
。

令
狐
章
に
関
し
て
は
、『
旧
唐
書
』
巻
一
二
四
「
列
伝
」
七
四
、『
資
治
通
鑑
』

巻
二
二
二
「
唐
紀
」
三
八
「
粛
宗
上
」
等
に
記
述
が
見
え
る
。

彼
は
初
め
安
禄
山
に
仕
え
て
い
た
が
、禄
山
の
死
後
は
史
思
明
に
つ
き
従
っ
た
。

乾
元
二
年
（
七
五
九
）、
史
思
明
は
大
軍
を
四
分
し
て
南
下
す
る
。
そ
の
一
つ

が
令
狐
章
に
任
さ
れ
た
。
令
狐
章
は
五
千
の
兵
で
滑
州
を
占
領
し
、史
思
明
か
ら
、

滑
州
の
節
度
使
に
任
命
さ
れ
て
い
る
66
。

二
年
後
の
上
元
二
年
三
月
、
史
思
明
は
子
の
史
朝
義
に
殺
さ
れ
る
。
す
る
と
、

二
か
月
後
の
五
月
に
、
令
狐
章
は
唐
に
帰
順
す
る
。

上
元
二
年
の
当
時
、
唐
軍
は
敗
戦
を
重
ね
て
い
た
。
河
南
の
情
勢
も
悪
化
。
そ

ん
な
状
況
下
で
令
狐
章
は
、
最
初
の
人
と
し
て
、
唐
に
帰
順
す
る
道
を
選
ん
だ
の

で
あ
る
。

こ
の
行
為
に
粛
宗
は
、
礼
を
厚
く
し
て
褒
美
を
与
え
た
。
令
狐
章
を
正
式
に
滑

州
刺
史
、
滑
亳
魏
博
等
六
州
節
度
に
し
て
い
る
。

史
伝
を
見
る
と
、
令
狐
章
に
は
先
見
性
と
決
断
力
が
あ
っ
た
。

そ
の
在
職
期
間
に
は
、
道
徳
が
大
い
に
行
わ
れ
て
い
る
。
廃
墟
の
街
は
再
興
さ

れ
、
農
業
は
盛
ん
に
な
り
、
厳
し
い
法
令
で
内
外
の
統
治
が
う
ま
く
い
く
。
臨
終

の
時
、自
分
の
子
に
節
度
使
の
地
位
を
伝
え
て
い
な
い
。
人
柄
も
立
派
に
見
え
る
。

し
か
し
、『
旧
唐
書
』
に
は
、
次
の
記
述
が
あ
る
。

然
性
識
猜
阻
、
人
有
忤
意
、
不
加
省
察
、
輒
至
毙
踣
67
、
此
其
短
也

し
か
し
、
そ
の
性
格
と
見
識
は
、
猜
疑
心
が
強
く
、
人
に
逆
ら
う
気
持
ち
が

あ
る
と
、
省
察
を
加
え
ず
に
、
い
つ
も
殺
し
倒
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ

が
そ
の
短
所
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
一
面
を
も
つ
令
狐
章
に
対
し
て
、
白
鍠
は
、「
居
る
こ
と
歳
餘
、
公

甞
（
か
つ
）
て
章
の
失
を
規
（
た
だ
）
す
も
、
章
聽
か
ず
。
公
因
り
て
一
書
を
留
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め
て
章
に
移
（
お
く
）
り
、
辭
せ
ず
し
て
去
る
」
と
い
う
行
動
を
と
る
。

自
分
の
正
し
さ
を
信
じ
て
行
っ
た
と
も
言
え
る
。

翌
年
、
白
鍠
は
河
南
府
鞏
縣
令
に
就
任
し
て
い
る
。
在
職
は
九
年
に
及
ん
だ
。

白
鍠
の
人
望
は
衰
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
よ
う
な
白
鍠
を
、
白
居
易
は
「
事
状
」
の
中
で
、「
鹿
邑
よ
り
鞏
縣
に
至

る
ま
で
、
皆
、
淸
直
靜
理
を
以
て
一
時
に
聞
こ
ゆ
。
人
と
爲
り
、
沈
厚
和
易
に
し

て
、
言
寡
く
可
多
し
。
是
非
に
渉
り
、
邪
正
に
閞
（
か
か
）
は
る
者
に
至
り
て
は
、

辨
（
わ
き
ま
）
へ
て
之
を
守
れ
ば
、
則
ち
確
乎
と
し
て
其
れ
拔
く
可
か
ら
ざ
る
な

り
」
と
記
し
て
い
る
。

白
居
易
の
母
が
仕
え
た
祖
父
白
鍠
は
、
清
廉
で
正
直
に
生
き
た
人
と
い
う
こ
と

が
わ
か
る
。

次
に
夫
の
白
季
庚
を
知
る
た
め
に
、「
襄
州
別
駕
白
府
君
事
状
」
の
前
半
部
分

を
読
ん
で
み
よ
う
。

①
公
、
諱
季
庚
68
、
字
子
申
、
鞏
縣
府
君
之
長
子
。
天
寶
末
明
經
出
身
、
解
褐
授

蕭
山
縣
69
尉
、
歴
左
武
衛
兵
曹
參
軍
70
、
宋
州
司
戸
參
軍
71
。
②
（
ⅰ
）
建
中
元
年
、

授
彭
城
縣
72
令
。
時
徐
州
爲
東
平
所
管
73
。
屬
本
道
節
度
使
反
74
。
反
之
狀
75
、

先
以
勝
兵
76
屯
埇
口
77
、
絶
汴
河
運
路
、
然
後
謀
東
闚
江
淮
。（
ⅱ
）
朝
廷
憂
虞
、

計
未
有
出
。
公
、
與
本
州
刺
史
李
洧
78
、
潛
謀
以
徐
州
及
埇
口
城
歸
國
79
、
反
拒

東
平
。（
ⅲ
）
東
平
遣
驍
將
信
都
崇
敬
、
石
隱
金
等
、
率
勁
卒
二
萬
攻
徐
州
。
徐

州
無
兵
、公
收
合
吏
民
、得
千
餘
人
、與
李
洧
堅
守
城
池
。
親
當
矢
石
、晝
夜
攻
拒
、

凡
四
十
二
日
、
而
諸
道
救
兵
方
至
。（
ⅳ
）
既
而
賊
徒
潰
、
運
路
通
、
首
挫
逆
謀
、

不
敢
東
頋
。
繇
是
徐
州
一
郡
七
邑
80
及
埇
口
等
三
城
、
到
于
今
訖
不
隸
東
平
者
、

實
李
洧
與
公
之
力
也
。
③
德
宗
嘉
之
、
命
公
自
朝
散
郎
超
授
朝
散
大
夫
81
、
自
彭

城
令
擢
拝
本
州
別
駕
82
、
賜
緋
魚
袋
、
仍
充
徐
、
泗
觀
察
判
官
83
。
故
其
制
84
云
、

今
州
將
85
忠
謀
、
翻
然
効
順
86
、
叶
其
誠
美
、
共
賛
良
圖
。
我
懸
爵
賞
、
俟
茲
而
授
。

冝
加
佐
郡
之
命
、
仍
寵
殊
階
之
序
。
④
貞
元
87
初
、
朝
廷
念
公
前
功
、
加
檢
校
大

理
少
卿
88
、
依
前
徐
州
別
駕
、
當
道
團
練
判
官
89
、
仍
知
州
事
。
故
其
制
云
、
甞

宰
彭
城
、
挈
90
而
歸
國
。
舊
勳
若
此
、
新
寵
蔑
如
。
或
不
延
厚
於
忠
臣
、
將
何
91

勸
於
義
士
。
冝
崇
亞
列
、
再
貳
92
徐
方
93
。
秩
滿
、
又
除
檢
校
大
理
少
卿
、
兼

衢
州
94
別
駕
。
秩
滿
、
本
道
觀
察
使
皇
甫
政
95
以
公
政
績
聞
薦
、
又
除
檢
校
大
理

少
卿
、
兼
襄
州
別
駕
。

①
公
は
、
諱
は
季
庚
、
字
は
子
申
、
鞏
縣
の
令
、
白
鍠
の
長
子
で
あ
る
。
天
寶
末

の
明
経
科
の
出
身
で
、
官
職
と
し
て
は
、
蕭
山
縣
の
尉
を
授
け
ら
れ
、
そ
の
後
、

左
武
衛
の
兵
曹
參
軍
、
宋
州
の
司
戸
參
軍
を
歴
任
し
た
。
②
（
ⅰ
）
建
中
元
年
、

彭
城
縣
の
令
を
授
け
ら
れ
た
。
当
時
徐
州
は
東
平
郡
に
管
轄
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

時
、
河
南
道
の
淄
青
節
度
使
（
李
正
己
）
が
反
乱
を
起
こ
し
た
。
そ
の
反
乱
の
有

様
は
、
先
ず
精
鋭
部
隊
が
埇
口
に
駐
屯
す
る
こ
と
で
汴
河
の
航
路
を
遮
断
し
、
そ

れ
か
ら
東
に
長
江
と
淮
河
の
一
帯
を
狙
お
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。（
ⅱ
）
朝

廷
は
憂
え
恐
れ
た
が
、
よ
い
対
策
が
出
な
か
っ
た
。
公
は
、
徐
州
刺
史
の
李
洧
と

内
密
に
謀
り
、
徐
州
と
埇
口
の
街
を
国
に
返
そ
う
と
、
予
期
に
反
し
て
東
平
郡
の

動
き
に
抵
抗
し
た
。（
ⅲ
）
東
平
郡
は
、驍
将
の
信
都
崇
敬
、石
隱
金
ら
を
派
遣
し
、

強
兵
二
万
を
率
い
て
徐
州
を
攻
め
さ
せ
た
。
徐
州
に
は
軍
が
な
く
、
公
は
官
吏
と

民
衆
を
集
め
て
、
千
人
あ
ま
り
を
確
保
し
、
李
洧
と
手
を
組
ん
で
徐
州
の
街
と
水

域
を
固
く
守
っ
た
。
自
ら
矢
や
石
に
向
か
っ
て
昼
夜
抵
抗
し
、四
十
二
日
経
っ
て
、

諸
道
か
ら
援
軍
が
よ
う
や
く
到
着
し
た
。（
ⅳ
）
そ
の
う
ち
賊
の
輩
は
壊
滅
し
て

航
路
が
開
け
、
首
領
の
反
逆
の
謀
は
頓
挫
し
、
二
度
と
東
方
に
眼
を
向
け
る
こ
と

が
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
徐
州
の
一
郡
七
縣
、
及
び
埇
口
等
の
三
つ
の
街
は
、

現
在
ま
で
東
平
郡
に
支
配
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
ま
さ
に
李
洧
と
公
の
力
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
③
徳
宗
は
こ
れ
を
ほ
め
た
た
え
、
公
に
命
じ
て
地
位
を
朝
散
郎

か
ら
朝
散
大
夫
に
引
き
上
げ
て
授
け
、
彭
城
縣
の
令
か
ら
徐
州
の
別
駕
、
賜
緋
魚

袋
に
抜
擢
し
、
そ
の
上
、
徐
州
と
泗
州
の
観
察
判
官
に
充
て
た
。
そ
れ
ゆ
え
そ
の

勅
命
文
に
、「
今
、
徐
州
の
将
は
忠
義
の
計
略
が
あ
り
、
身
を
ひ
る
が
え
し
て
帰
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白
居
易
の
母
に
つ
い
て

順
し
た
が
、
そ
の
誠
実
な
善
行
を
か
な
え
る
た
め
に
、
と
も
に
な
っ
て
良
き
計
略

を
助
け
た
。
朕
は
爵
位
と
褒
賞
を
用
意
し
て
、
こ
こ
に
待
っ
て
い
た
の
で
、
今
授

け
る
こ
と
に
し
よ
う
。
郡
を
補
佐
す
る
命
を
加
え
て
、
ま
た
特
別
な
位
階
を
授
与

す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。
④
貞
元
年
間
の
初
め
、
朝
廷
は
公
の
前
の
功
績
を
考
え

て
お
り
、
檢
校
大
理
少
卿
の
地
位
を
加
え
、
徐
州
の
別
駕
と
河
南
道
の
團
練
判
官

は
継
続
さ
せ
て
、
州
の
政
事
を
掌
ら
せ
た
。
そ
れ
ゆ
え
そ
の
勅
命
文
に
、「
か
つ

て
彭
城
を
掌
っ
て
い
た
が
、連
繋
し
て
国
に
帰
順
し
た
。旧
勲
は
こ
の
よ
う
で
あ
っ

た
が
、
褒
賞
は
こ
と
の
ほ
か
小
さ
か
っ
た
。
厚
遇
を
忠
臣
に
施
さ
な
か
っ
た
ら
、

ど
う
し
て
義
士
を
奨
励
で
き
よ
う
。
低
い
位
か
ら
昇
進
さ
せ
て
、
再
び
徐
州
を
助

け
て
い
た
だ
く
の
が
よ
ろ
し
い
。」
任
期
が
終
わ
る
と
、今
度
は
、檢
校
大
理
少
卿
、

兼
衢
州
別
駕
に
除
せ
ら
れ
た
。
そ
の
任
期
が
終
わ
る
と
、
浙
東
觀
察
使
の
皇
甫
政

が
、
公
の
政
治
の
功
績
を
奏
上
し
て
推
薦
し
、
そ
こ
で
再
び
檢
校
大
理
少
卿
、
兼

襄
州
別
駕
に
除
せ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
事
状
」
の
内
容
は
四
分
で
き
、
①
季
庚
の
生
ま
れ
と
明
経
科

合
格
後
の
職
歴
、
②
彭
城
縣
の
令
と
し
て
の
活
躍
、
③
徳
宗
の
勅
命
文
（
一
）、

④
徳
宗
の
勅
命
文
（
二
）
と
な
る
。

①
に
よ
れ
ば
、
季
庚
も
白
鍠
と
同
様
に
、
明
経
科
に
及
第
し
た
後
に
地
方
官
を

歴
任
し
て
い
る
。

②
に
は
、
建
中
元
年
（
七
八
〇
）
に
彭
城
縣
の
令
に
就
任
し
、
そ
の
後
活
躍
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

③
と
④
に
は
、
②
の
活
躍
に
よ
っ
て
季
庚
が
朝
廷
か
ら
受
け
た
数
々
の
褒
賞
が

記
さ
れ
る
。

季
庚
の
人
柄
は
、
②
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
今
、
和
訳
は
、（
ⅰ
）

か
ら
（
ⅳ
）
に
細
分
し
た
が
、
も
う
少
し
解
説
し
て
み
た
い
。

（
ⅰ
）
は
、
時
代
背
景
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

建
中
元
年
の
当
時
、
徐
州
は
、
鄆
（
う
ん
）
州
（
治
所
は
東
平
郡
）
の
管
轄
下

に
あ
っ
た
。
鄆
州
を
領
し
て
い
た
の
は
、
淄
青
節
度
使
の
李
正
己
で
あ
る
96
。

李
正
己
は
、
高
麗
人
で
、
侯
希
逸
97
ら
と
と
も
に
平
盧
軍
に
お
け
る
安
禄
山
の

裨
将
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
の
平
盧
軍
は
南
下
し
て
、
二
つ
の
勢
力
に
分
か
れ
る
。
従
叛
勢
力
と
朝
廷
側

に
立
つ
勢
力
で
あ
る
。

李
正
己
は
以
後
、
侯
希
逸
ら
と
朝
廷
側
に
回
っ
た
。
忠
義
を
尽
く
し
、
反
乱
軍

と
戦
う
こ
と
に
な
る
。

侯
希
逸
が
平
盧
節
度
使
に
な
り
、
軍
を
率
い
て
海
を
渡
る
と
、
李
正
己
も
従
っ

て
青
州
に
至
っ
た
。
李
正
己
は
兵
馬
使
と
し
て
侯
希
逸
に
仕
え
て
い
る
。

や
が
て
侯
希
逸
は
軍
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
。
李
正
己
が
そ
の
後
を
継
い
で
統
帥

に
な
る
。
そ
の
後
、
代
宗
に
よ
っ
て
、
淄
青
節
度
使
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
れ
以

後
、
李
正
己
の
一
家
は
、
淄
青
の
地
を
六
十
年
に
わ
た
っ
て
統
治
す
る
こ
と
に
な

る
98
。李

正
己
は
初
め
淄
、
青
、
斉
、
海
、
登
、
莱
、
沂
（
き
）、
密
、
徳
、
棣
（
だ
い
）

の
十
州
を
領
有
し
、
そ
の
後
も
地
盤
を
拡
げ
る
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た
。
李
霊

耀
討
伐
の
命
を
受
け
、
さ
ら
に
曹
、
濮
、
徐
、
兗
（
え
ん
）、
鄆
の
五
州
を
得
る

こ
と
に
成
功
。
青
州
か
ら
鄆
州
に
移
っ
た
の
は
こ
の
時
で
あ
る
。

こ
う
し
て
節
度
使
の
力
を
伸
ば
し
た
李
正
己
は
、
范
鎮
と
し
て
、
権
力
の
世
襲

を
朝
廷
に
認
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
魏
博
節
度
使
田
承
嗣
（
子
は
田
悦
）、
昭
義

節
度
使
薛
崇
、成
徳
節
度
使
李
宝
臣
（
子
は
李
維
岳
）、山
南
東
道
節
度
使
梁
崇
義
、

彼
ら
と
結
託
し
て
い
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

白
季
庚
が
彭
城
縣
の
令
に
つ
い
た
当
時
、
李
正
己
は
他
の
藩
鎮
と
と
も
に
徐
州

に
兵
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
は
世
襲
を
許
さ
な
い
徳
宗
を
、
連
繋
し
て
圧
迫
す
る

た
め
で
あ
っ
た
。

李
正
己
は
建
中
初
年
に
卒
し
た
。
死
後
、
子
の
李
納
が
父
の
喪
を
発
せ
ず
、
李

正
己
の
後
を
統
治
し
て
い
る
。
李
納
は
田
悦
と
組
ん
で
乱
を
引
き
継
い
だ
の
で
あ
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紀
要
　
第
二
十
三
号

る
99
。季

庚
が
李
洧
と
徐
州
を
死
守
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
藩
鎮
の
動
き
が
あ
っ
た
時

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ⅱ
）
に
は
、
白
季
庚
の
策
略
的
動
き
が
記
さ
れ
る
。
行
き
詰
っ
た
朝
廷
側
で
、

徐
州
刺
史
の
李
洧
と
内
密
に
抵
抗
の
行
動
を
起
こ
し
た
の
だ
。

李
洧
は
李
正
己
の
堂
兄
（
い
と
こ
）
で
あ
り
、
李
納
と
も
血
縁
関
係
が
あ
る
。

李
洧
と
手
を
組
む
こ
と
は
、
か
な
り
リ
ス
ク
が
伴
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

な
お
李
洧
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
白
居
易
に
「
薦
李
晏
韋
楚
狀
」
巻
六
八
が
あ

る
100
。

（
ⅲ
）
に
は
、
戦
い
の
様
子
が
見
え
る
。
白
季
庚
は
東
平
郡
の
猛
攻
に
立
ち
向

か
っ
た
。
急
遽
、
官
、
民
を
集
め
て
兵
力
に
し
た
。
矢
石
が
降
る
中
を
昼
夜
、
必

死
に
四
十
二
日
に
わ
た
っ
て
抗
戦
し
、徐
州
の
街
と
そ
の
水
域
を
死
守
し
て
い
る
。

（
ⅳ
）
戦
後
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
賊
徒
の
壊
滅
、
首
領
の
謀
の
頓
挫
。
徐
州

の
平
和
は
、
李
洧
と
白
季
庚
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。

歴
史
的
な
こ
と
を
言
え
ば
、
唐
は
徐
州
を
防
御
し
た
後
も
、
魏
博
、
成
徳
、
盧

龍
、
淄
青
の
四
藩
鎮
と
戦
い
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
戦
い
は
、
興
元
元
年
（
七
八

四
）、
徳
宗
が
大
赦
を
出
す
ま
で
終
わ
ら
な
か
っ
た
。

さ
て
、
③
と
④
か
ら
、
白
季
庚
が
勅
命
に
よ
っ
て
、
昇
進
を
賜
っ
た
の
は
二
度

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

二
度
目
が
貞
元
初
（
七
八
五
）
と
あ
る
の
で
、
一
度
目
は
建
中
年
間
（
七
八
〇

―
七
八
三
）
か
、
興
元
元
年
（
七
八
四
）
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
度
目
、
季
庚
は
、
彭
城
縣
の
令
か
ら
徐
州
の
別
駕
、
賜
緋
魚
袋
に
抜
擢
さ
れ
、

徐
州
と
泗
州
の
観
察
判
官
に
充
て
ら
れ
た
。
二
度
目
は
、
檢
校
大
理
少
卿
、
兼
衢

州
別
駕
に
除
せ
ら
れ
、
最
終
的
に
は
檢
校
大
理
少
卿
、
兼
襄
州
別
駕
に
な
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

別
駕
と
は
、
州
の
長
官
の
刺
史
を
補
佐
す
る
次
官
で
あ
る
。
刺
史
の
李
洧
を
助

け
、
藩
鎮
の
攻
撃
を
阻
止
し
た
実
績
に
基
づ
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

白
氏
の
一
家
に
は
、
進
士
科
及
第
者
は
い
な
い
。
み
な
縣
の
役
人
の
レ
ベ
ル
で

あ
る
101
。

地
方
官
と
し
て
功
績
を
あ
げ
、別
駕
に
な
っ
た
季
庚
は
、一
族
の
出
世
頭
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

「
事
状
」
の
季
庚
の
行
為
は
、
結
果
的
に
、
人
を
見
る
目
が
あ
っ
た
こ
と
を
思

わ
せ
る
。
こ
の
優
れ
た
眼
識
は
、
祖
父
の
白
鍠
に
似
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

前
述
の
如
く
、白
鍠
は
、酸
棗
縣
の
令
で
活
躍
し
、滑
州
の
令
狐
章
の
幕
に
入
っ

て
い
る
。
令
狐
章
は
、
猜
疑
心
が
強
く
、
逆
ら
い
そ
う
な
人
を
省
察
せ
ず
に
殺
し

て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
欠
点
が
あ
っ
た
。
鍠
は
、
そ
れ
を
見
出
し
、
彼
の
幕
か
ら

去
っ
て
し
ま
う
。
つ
ね
に
清
廉
で
正
直
で
あ
っ
た
。

季
庚
は
、
李
正
己
、
李
納
、
李
洧
と
い
う
血
縁
が
か
ら
む
人
脈
の
中
で
、
李
洧

に
つ
く
判
断
を
下
し
た
。
父
の
鍠
か
ら
、
人
と
し
て
の
生
き
方
を
教
え
ら
れ
た
か

の
よ
う
な
動
き
で
あ
る
。

白
鍠
が
酸
棗
縣
の
令
で
あ
っ
た
の
は
、
上
元
二
年
（
七
六
一
）
の
頃
の
こ
と
で

あ
り
、
歿
し
た
の
は
大
暦
八
年
（
七
七
三
）
で
あ
る
。
十
二
年
の
間
に
、
季
庚
は
、

陳
氏
と
結
婚
し
、
地
方
官
と
し
て
経
験
を
積
ん
で
い
る
。

季
庚
も
母
陳
氏
も
、
鍠
の
地
方
官
と
し
て
の
経
験
を
十
分
聞
か
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
想
像
さ
れ
る
。

季
庚
の
行
動
は
、父
の
気
質
と
似
て
い
た
こ
と
を
彷
彿
と
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

白
氏
一
家
に
は
家
訓
が
あ
っ
た
と
い
う
。

季
庚
の
弟
に
季
軫
（
し
ん
）
と
い
う
人
が
い
る
。
白
居
易
は
こ
の
叔
父
の
た
め

に
、「
許
昌
縣
令
新
廰
壁
記
」
巻
四
三
を
残
し
て
い
る
。

そ
の
中
に
、「
吾
が
家
、
世
々
淸
簡
を
以
て
垂
れ
て
貽
燕
の
（
之
）
訓
と
為
す
」

と
見
え
る
。「
貽
燕
の
訓
」
と
は
、
先
祖
か
ら
伝
わ
る
家
訓
と
い
う
意
味
で
あ

る
102
。

000-020354-縦-P49-64_和田浩平様.indd   56 2021/02/25   16:07



― 57 ―

白
居
易
の
母
に
つ
い
て

徐
州
か
ら
許
州
に
栄
転
し
た
季
軫
の
こ
と
は
、「
約
己
以
淸
白
、
納
人
以
簡
直
、

立
事
以
强
毅
。
以
淸
白
、
故
官
吏
不
敢
侵
于
民
。
以
簡
直
、
故
獄
訟
不
得
留
于
庭
。

以
强
毅
、
故
軍
鎭
不
能
干
于
縣
」（
自
分
に
は
清
廉
潔
白
を
求
め
、
人
に
は
わ
か

り
や
す
く
正
直
で
あ
り
、
政
治
に
は
強
い
意
志
で
向
か
っ
た
。
清
廉
潔
白
で
あ
っ

た
か
ら
、
官
吏
は
決
し
て
民
を
侵
害
し
な
か
っ
た
。
人
に
は
わ
か
り
や
す
く
正
直

で
あ
っ
た
か
ら
、訴
訟
は
滞
る
こ
と
な
く
進
ん
だ
。政
治
に
は
強
い
意
志
で
向
か
っ

た
の
で
、兵
力
を
誇
る
藩
鎮
が
縣
を
冒
す
こ
と
は
な
か
っ
た
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
季
軫
が
「
清
白
、
簡
直
、
強
毅
」
を
も
つ
人
柄
と
し
て
描
か
れ
る
。

こ
れ
を
白
鍠
、
白
季
庚
が
地
方
官
と
し
て
活
躍
し
た
場
面
に
照
ら
し
て
も
、
共
通

す
る
も
の
を
見
出
せ
る
と
思
う
。

白
居
易
の
母
は
、
こ
う
し
た
白
氏
の
家
訓
の
中
に
生
き
、
夫
の
季
庚
を
助
け
、

潁
川
縣
君
に
封
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
母
時
期

貞
元
十
六
年
（
八
〇
〇
）、
白
居
易
は
念
願
の
進
士
科
に
合
格
す
る
。
二
十
九

歳
で
あ
っ
た
。
優
れ
た
人
物
は
、
や
は
り
優
れ
た
母
に
育
て
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は

教
育
者
と
し
て
の
母
の
姿
を
見
て
み
た
い
。

白
居
易
の
学
問
へ
の
志
を
記
し
た
資
料
を
見
て
み
よ
う
。

「
五
、
六
歳
に
及
ん
で
、
便
ち
詩
を
爲
る
こ
と
を
學
ぶ
。
九
歳
に
し
て
聲
韻
を

暗
識
す
。
十
五
、
六
に
し
て
始
（
ま
さ
）
に
進
士
有
る
こ
と
を
知
る
」
…
「
與
元

九
書
」
巻
四
五

「
十
歳
に
し
て
読
書
を
解
し
、
十
五
に
し
て
能
く
文
を
属
（
つ
づ
）
る
、
二
十

に
し
て
秀
才
に
擧
げ
ら
る
」
…
「
朱
陳
村
」
巻
一
〇

「
五
六
歳
に
し
て
聲
韻
を
識
し
、
十
五
に
し
て
詩
賦
に
志
す
」
…
「
白
氏
長
慶

集
序
」（
著
者
は
元
稹
）

記
述
を
整
理
す
る
と
、

大
暦
十
一
年
…
五
、
六
歳
…
作
詩
を
学
ぶ
、
或
い
は
、
聲
韻
を
識
す
。

建
中
元
年
…　

九
歳
…
声
韻
を
暗
識
。

建
中
二
年
…　

十
歳
…
読
書
を
理
解
。

貞
元
二
年
…　

十
五
歳
…
文
章
を
書
く
。
詩
賦
に
志
す
。

五
歳
で
作
詩
を
始
め
た
白
居
易
は
、
十
五
歳
で
は
科
挙
を
意
識
し
、
文
章
、
詩

賦
の
作
成
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
父
季
庚
が
二
度
目
の
褒
賞
を
受
け
た
翌
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
父
の

徐
州
別
駕
へ
の
出
世
は
、白
居
易
に
進
士
科
を
強
く
意
識
さ
せ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

貞
元
二
年
、
父
は
五
十
八
歳
、
母
は
三
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
進
士
科
を
目
指
す

教
育
は
、
こ
の
こ
ろ
に
は
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
貞
元
十
年
に
父
が
歿
し
た
。
母
四
十
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
母
は
懸
命
に

子
ど
も
の
教
育
を
始
め
る
。

「
襄
州
別
駕
白
府
君
事
状
」
に
は
、「
別
駕
府
君
世
に
即
く
に
及
ん
で
、
諸
子
尚

ほ
幼
く
、
未
だ
師
に
就
い
て
學
ば
ず
。
夫
人
は
親
ら
詩
書
を
執
り
て
、
晝
夜
教
導

す
。
恂
恂
と
し
て
善
誘
し
、
未
だ
嘗
て
一
呵
一
杖
を
以
て
之
に
加
へ
ず
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
時
白
居
易
は
二
十
三
歳
で
、
郷
試
も
受
け
て
い
な
い
。
弟
の
行
簡
は
十
九

歳
で
あ
っ
た
。

母
は
、『
詩
経
』、『
書
経
』
を
手
に
と
っ
て
、昼
夜
に
わ
た
っ
て
教
え
た
と
い
う
。

教
え
方
に
は
ま
ご
こ
ろ
が
あ
り
、
無
理
強
い
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
も
あ
る
。

母
は
、白
居
易
の
友
人
元
稹（
七
七
九
―
八
三
一
）の
面
倒
も
見
て
い
た
ら
し
い
。

元
和
六
年
七
月
、
元
稹
は
白
居
易
の
母
の
訃
報
に
接
し
、「
祭
翰
林
白
學
士
太

夫
人
文
」
103
を
書
い
て
い
る
。

祭
文
に
は
、
貧
窮
時
に
白
居
易
の
母
に
助
け
ら
れ
、
自
分
の
子
に
対
す
る
の
と

変
わ
ら
な
い
慈
愛
に
満
ち
た
扱
い
を
受
け
た
こ
と
が
切
々
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
彼
女
の
教
育
に
も
触
れ
、

「
太
夫
人
族
茂
簪
纓
104
、
仁
深
聖
善
。
勵
諸
子
以
學
、
故
大
被
擇
鄰
105
、
示
諸
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要
　
第
二
十
三
号

子
以
正
、
故
寸
葱
106
方
判
。
保
參
不
疑
107
、
戒
軻
非
浅
」（
太
夫
人
は
、
子
ど
も

を
高
位
の
人
に
育
て
あ
げ
た
。
仁
は
深
く
、
聖
善
で
あ
る
。
学
問
に
よ
っ
て
諸
子

を
励
ま
し
、
そ
れ
ゆ
え
教
育
環
境
は
十
分
整
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
正
義
に

よ
っ
て
諸
子
を
教
え
、
そ
れ
ゆ
え
わ
ず
か
な
こ
と
で
も
正
し
い
こ
と
が
判
断
で
き

る
。
固
く
子
ど
も
を
信
じ
て
疑
う
こ
と
が
な
く
、
孟
子
を
導
い
た
母
の
よ
う
に
教

え
は
深
か
っ
た
）
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
そ
の
生
き
ざ
ま
は
、「
見
聚
螢
108
而
肄
業
、
知
織
縷
之
嘗
勤
（
蛍
が
集
ま

る
の
を
見
て
学
業
を
習
い
、糸
を
織
っ
て
勤
め
る
こ
と
を
知
る
）
と
述
べ
て
い
る
。

元
稹
は
、
白
居
易
の
母
が
苦
労
を
惜
し
ま
ぬ
努
力
家
で
あ
っ
た
と
見
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。

母
親
の
教
育
方
針
が
「
学
」
と
「
正
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
は
、
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

白
居
易
の
母
は
、
教
育
と
し
て
、
学
力
の
み
な
ら
ず
、
道
徳
面
も
重
視
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
白
氏
一
家
に
お
け
る
教
育
に
は
、
外
祖
母
も
、
熱
心
に
参
与
し
て
い
た
。

「
唐
故
坊
州
鄜
城
縣
尉
陳
府
君
夫
人
白
氏
墓
誌
銘
」
に
は
、「
鄜
城
の
歿
す
る
に

洎
（
お
よ
）
び
、
夫
人
は
幼
女
を
撫
訓
す
。
節
婦
爲
り
。
居
易
、
行
簡
の
生
ま
る

る
に
及
び
、
夫
人
は
鞠
養
し
て
人
と
成
す
。
慈
祖
母
爲
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

外
祖
母
は
、
夫
の
陳
潤
の
没
後
、
八
歳
の
娘
を
大
事
に
育
て
た
。
娘
が
嫁
ぎ
、

居
易
、
行
簡
が
生
ま
れ
る
と
、
そ
の
成
育
に
も
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
十
二
歳
で
夫
を
失
い
、
以
後
三
十
八
年
間
、
節
婦
と
し
て
、
ま
た
慈
祖
母
と

し
て
、
娘
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

夫
季
庚
が
歿
す
る
二
年
前
の
貞
元
八
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
母
は
末
子
の
幼
美

（
興
元
元
年
生
ま
れ
）
を
失
っ
た
。

こ
の
幼
美
に
関
し
て
、
白
居
易
は
、「
祭
小
弟
文
」
巻
四
〇
と
「
唐
太
原
白
氏

之
殤
墓
109
銘
」
巻
四
二
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
「
墓
銘
」
に
は
、「
既
に
生
ま
れ

て
惠
あ
り
、
既
に
孩
に
し
て
敏
な
り
。
七
歳
に
し
て
能
く
詩
賦
を
誦
し
、
八
歳
に

し
て
能
く
書
を
讀
み
琴
を
鼓
す
。
九
歳
に
し
て
不
幸
に
も
疾
に
遇
ひ
、
徐
州
符
離

縣
の
私
第
に
夭
す
」
と
見
え
る
。

幼
美
は
、
天
性
優
れ
た
資
質
を
授
か
る
聡
明
な
子
で
あ
っ
た
。
七
、
八
歳
で
の

文
学
の
素
質
は
決
し
て
白
居
易
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
。

八
歳
で
琴
を
弾
け
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
外
祖
母
の
指
導
を
受
け
た
の
か
も
し

れ
な
い
。「
唐
故
坊
州
鄜
城
縣
尉
陳
府
君
夫
人
白
氏
墓
誌
銘
」
に
、
外
祖
母
の
こ

と
を
「
琴
書
を
善
く
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

教
育
内
容
は
広
く
、
琴
な
ど
の
音
楽
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

白
居
易
の
詩
文
に
は
、「
琵
琶
引
」
110
巻
一
二
な
ど
、
音
楽
的
素
養
を
う
か
が

わ
せ
る
作
品
が
見
え
る
。
幼
少
時
の
教
育
が
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

白
居
易
の
母
は
、
舅
の
鍠
に
孝
養
を
尽
く
し
た
。
ま
た
、
夫
の
季
庚
を
助
け
て
、

縣
令
と
し
て
の
功
績
を
あ
げ
さ
せ
て
い
る
。
二
人
か
ら
、
白
氏
の
家
風
を
学
ん
で

い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

子
ど
も
た
ち
に
も
、
学
問
と
芸
術
、
そ
し
て
清
廉
で
正
直
に
生
き
る
生
き
方
を

教
え
た
に
ち
が
い
な
い
。

三
　
白
居
易
の
思
い

未
亡
人
と
し
て
生
き
る
母
を
思
う
気
持
ち
や
、
病
状
思
わ
し
く
な
い
母
を
思
う

心
情
な
ど
は
、「
傷
遠
行
賦
」
巻
三
八
、「
奏
陳
情
状
」
巻
五
九
等
に
よ
く
表
れ
て

い
る
。
母
の
死
後
の
白
居
易
の
心
情
は
、
以
下
の
改
葬
行
為
に
表
れ
て
い
る
と
思

う
。「

襄
州
別
駕
白
府
君
事
状
」
に
「
元
和
六
年
四
月
三
日
、
歿
於
長
安
宣
平
里
第
。

享
年
五
十
七
。
其
年
十
月
八
日
、
從
先
府
君
祔
於
皇
姑
焉
」
と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
白
居
易
の
母
は
元
和
六
年
四
月
三
日
に
長
安
の
宣
平
里
の
私
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白
居
易
の
母
に
つ
い
て

邸
で
病
没
111
し
た
が
、
も
が
り
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
十
月
八
日
に
な
っ
て
、
亡

父
君
季
庚
の
背
後
、
亡
姑
薛
氏
の
墓
所
に
合
葬
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四
月
三
日
か
ら
半
年
後
の
十
月
八
日
ま
で
の
間
に
、
故
郷
か
ら
離
れ
て
も
が
り

さ
れ
て
い
た
祖
父
母
と
父
の
柩
が
下
邽
に
運
ば
れ
た
。

祖
父
鍠
の
柩
に
関
し
て
は
、「
故
鞏
縣
令
白
府
君
事
状
」
に
「
大
暦
八
年
五
月

三
日
、
遇
疾
歿
于
長
安
。
春
秋
六
十
八
。
以
其
年
權
厝
112
於
邽
113
縣
下
邑
里
。
…

元
和
六
年
十
月
八
日
、
孫
居
易
等
始
發
護
114
霊
櫬
、
遷
葬
於
下
邽
縣
義
津
郷
北
原

而
合
祔
115
焉
」
と
あ
る
。

鍠
は
長
安
で
歿
し
、
下
邽
縣
の
下
邑
里
に
柩
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
三
十
八
年

を
経
て
、
同
じ
く
下
邽
縣
の
義
津
郷
北
原
に
遷
さ
れ
、
改
葬
さ
れ
た
の
だ
。

祖
母
の
薛
氏
の
柩
も
、
こ
の
「
事
状
」
に
「
大
暦
十
二
年
六
月
十
九
日
、
歿
於

新
鄭
縣
私
第
、
享
年
七
十
。
其
年
權
窆
厝
116
於
新
鄭
縣
臨
洧
里
」
と
あ
る
。
こ
ち

ら
は
、
三
十
四
年
後
に
新
鄭
（
河
南
省
鄭
州
市
）
か
ら
下
邽
縣
義
津
郷
北
原
へ
遷

さ
れ
て
い
る
。

父
季
庚
の
場
合
は
、「
襄
州
別
駕
白
府
君
事
状
」
に
「
貞
元
十
年
五
月
二
十
八

日
終
於
襄
陽
官
舎
、
享
年
六
十
六
。
其
年
權
窆
於
襄
陽
縣
東
津
郷
南
原
。
至
元
和

六
年
十
月
八
日
、
嗣
子
居
易
等
、
遷
護
於
下
邽
縣
義
津
郷
北
原
、
從
鞏
縣
府
君
宅

兆
117
而
合
祔
焉
」
と
あ
る
。
父
は
襄
陽
で
か
り
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
が
、
死
後
十

七
年
経
っ
て
、
下
邽
縣
義
津
郷
北
原
に
遷
さ
れ
た
と
わ
か
る
。

元
和
六
年
十
月
八
日
。
こ
の
日
に
至
っ
て
、
祖
父
母
と
父
、
三
人
の
柩
が
初
め

て
下
邽
縣
義
津
郷
北
原
に
集
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
祖
父
母
と
父
の
改
葬
は
、
母

の
死
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
襄
州
別
駕
白
府
君
事
状
」
に
は
、
新
た
な
墳
墓
を
下
邽
に
定
め
た
理
由
が
記

さ
れ
て
い
る
。

自
司
空
118
而
下
、
都
官
郎
中
119
而
上
、
皆
葬
於
韓
城
縣
。
今
以
卜
歸
不
便
、

遂
改
卜
鞏
縣
府
君
及
襄
州
別
駕
府
君
兩
塋
於
下
邽
縣
義
津
郷
北
原
。
其
兩

塋
、
同
兆
域
而
異
封
樹
。
蓋
從
時
宜
、
且
叶
吉
也
。

司
空
を
追
贈
さ
れ
た
白
建
か
ら
、
刑
部
の
都
官
郎
中
に
所
属
し
た
白
温
ま
で

は
、
み
な
韓
城
縣
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
今
、
歸
葬
を
卜
し
て
不
便
と
い
う
こ

と
で
、
改
め
て
卜
し
て
、
祖
父
白
鍠
と
父
白
季
庚
の
両
墓
を
下
邽
縣
の
義
津

郷
の
北
郊
に
決
め
た
。
そ
の
兩
墓
は
、
同
じ
墓
域
に
あ
る
が
、
墳
土
と
植
樹

が
違
っ
て
い
る
。
今
の
風
習
に
従
っ
て
、
吉
と
出
た
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
か
っ

た
の
で
あ
る
。

白
居
易
の
家
系
は
、
太
原
か
ら
韓
城
に
分
か
れ
た
支
族
の
一
つ
で
あ
る
が
、
韓

城
か
ら
下
邽
に
移
り
住
ん
だ
の
は
、
都
官
郎
中
の
曽
祖
父
白
温
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
白
温
は
韓
城
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
白
温
ま
で
は
韓
城
が
墳
墓

の
地
と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

白
居
易
は
、
白
温
か
ら
四
代
目
で
あ
っ
た
。
活
躍
の
場
は
地
方
で
は
な
く
、
中

央
に
な
っ
て
い
た
。「
今
、
歸
を
卜
し
て
便
な
ら
ざ
る
を
以
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、

韓
城
は
帰
葬
す
る
に
は
遠
く
、
す
で
に
疎
遠
に
な
っ
て
い
た
。
す
っ
か
り
住
み
着

い
て
い
た
下
邽
の
地
を
、
卜
す
る
こ
と
に
決
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

祖
父
母
、
父
母
の
柩
の
埋
葬
は
終
わ
っ
た
が
、
ま
だ
末
弟
幼
美
と
外
祖
母
の
こ

と
が
残
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
二
人
の
場
合
も
一
年
半
余
り
後
の
元
和
八
年
二
月
二
十
五
日
に
、
外
地
か

ら
遷
さ
れ
て
い
る
。

末
弟
幼
美
の
場
合
は
、「
唐
太
原
白
氏
之
殤
墓
銘
」
巻
四
二
に
、「
…
九
歳
不
幸

遇
疾
、
夭
徐
州
符
離
縣
私
第
。
貞
元
八
年
九
月
、
權
窆
于
縣
南
原
。
元
和
八
年
春

二
月
二
十
五
日
、
改
葬
于
華
州
下
邽
縣
義
津
郷
北
岡
、
祔
于
先
府
君
宅
兆
之
東
三

十
歩
」
と
あ
る
。

幼
美
は
、
九
歳
の
と
き
に
病
で
亡
く
な
り
、
徐
州
符
離
縣
の
南
原
に
も
が
り
さ

れ
て
い
た
。
そ
れ
が
改
め
て
、
下
邽
縣
義
津
郷
北
岡
に
あ
る
父
季
庚
の
墓
か
ら
東

三
十
歩
の
と
こ
ろ
に
埋
葬
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
歿
し
て
か
ら
、
二
十
二
年
目
の
こ
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要
　
第
二
十
三
号

と
で
あ
っ
た
。

外
祖
母
は
、「
唐
故
坊
州
鄜
城
縣
尉
陳
府
君
夫
人
白
氏
銘
」
に
、「
貞
元
十
六
年

夏
四
月
一
日
、
疾
歿
于
徐
州
古
豐
縣
官
舎
。
其
年
冬
十
一
月
、
權
窆
于
符
離
縣
之

南
偏
。
至
元
和
八
年
春
二
月
二
十
五
日
、改
卜
宅
兆
于
華
州
下
邽
縣
義
津
郷
北
原
、

即
潁
川
縣
君
新
塋
之
西
次
、
從
存
歿
之
志
」
と
あ
る
。

外
祖
母
は
貞
元
十
六
年
四
月
に
徐
州
古
豐
縣
の
官
舎
で
亡
く
な
り
、
冬
に
符
離

縣
の
南
に
葬
ら
れ
た
。
そ
れ
を
下
邽
縣
義
津
郷
北
原
に
改
葬
し
て
い
る
。
母
の
新

し
い
墓
の
西
側
で
あ
る
。

こ
の
外
祖
母
の
墓
の
改
葬
が
終
わ
っ
て
、
白
居
易
は
亡
き
母
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
す
べ
て
為
し
た
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

白
居
易
は
母
を
葬
送
す
る
悲
し
み
の
中
で
、
家
族
の
墳
墓
を
下
邽
に
定
め
、
近

親
者
の
墓
を
下
邽
に
集
め
た
。
故
人
た
ち
を
追
悼
す
る
文
章
を
書
き
、
彼
ら
を
改

め
て
葬
送
し
た
。
こ
う
し
て
母
を
中
心
に
し
て
初
め
て
死
者
た
ち
の
魂
に
安
ら
ぎ

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
自
分
の
故
郷
を
確
認
し
、
自
身
に
も
安
寧
を
も
た
ら
す
行
為
で
あ
っ
た

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

拙
稿
は
白
居
易
の
母
陳
氏
に
つ
い
て
考
え
、彼
の
母
に
対
す
る
心
情
を
探
っ
た
。

母
は
、
安
史
の
乱
が
勃
発
し
た
年
に
生
ま
れ
、
幼
少
時
に
父
を
失
っ
た
。
激
動

す
る
時
代
の
中
を
外
祖
母
と
生
き
延
び
、
十
五
歳
で
白
氏
に
嫁
い
だ
。
祖
父
母
に

孝
養
を
尽
く
し
、
妻
と
し
て
縣
令
の
夫
を
支
え
て
ゆ
く
。
夫
の
死
後
は
、
子
ど
も

の
白
居
易
、
白
行
簡
等
を
教
育
し
、
彼
ら
を
進
士
科
に
及
第
さ
せ
る
。
白
氏
の
家

風
に
生
き
た
聡
明
な
人
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

白
居
易
は
、母
の
死
後
、一
家
の
墳
墓
の
地
を
下
邽
に
決
め
、祖
父
母
、父
、弟
、

外
祖
母
と
と
も
に
母
の
魂
の
安
寧
を
願
っ
て
い
る
。

拙
稿
で
は
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
服
喪
中
に
、
下
邽
の
村
で
ひ
と
り
娘
が
死
ん

で
い
る
。
金
鑾
と
い
う
名
で
、
三
歳
で
あ
っ
た
。
詩
「
病
中
哭
金
鑾
子
」
巻
一
四

に
は
、
切
実
な
思
い
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
白
居
易
は
こ
の
幼
児
に
も
、
永
遠
の

安
ら
ぎ
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

白
居
易
の
母
に
は
学
力
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
遺
憾
な
こ
と
に
、
彼
女
の
詩

文
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
拙
稿
は
、
子
の
白
居
易
が
残
し
た
詩
文
か
ら
作
成
し
た
。

注
釈　
　
　
　
　
　
　
　

1　

�

底
本
は
南
宋
紹
興
年
間
刊
本
『
白
氏
長
慶
集
』
七
十
一
巻�

文
学
古
籍
刊
行
社�

一
九
五
五

年
。

2　

�

基
本
的
な
注
釈
、
和
訳
は
、『
白
氏
文
集
』
五
「
新
釈
漢
文
大
系
」
明
治
書
院�

二
〇
〇
四

年
に
見
え
る
。
参
照
し
つ
つ
、
論
述
上
必
要
な
こ
と
は
改
め
て
記
す
。

3　

�

陳
氏
、『
後
漢
書
』
巻
六
二
「
陳
寔
伝
」
に
「
陳
寔
、
字
仲
弓
、
潁
川
許
人
也
…
復
再
遷

除
太
丘
長
…
」と
あ
る
。
陳
寔
は
南
朝
陳
を
開
国
し
た
陳
覇
先
の
先
祖
と
さ
れ
る
。
以
下
、

正
史
は
中
華
書
局�

一
九
八
七
年
刊
等
を
使
用
。

4　

�

陳
朝
、『
陳
書
』
巻
一
「
高
祖
上
」
に
「
高
祖
武
皇
帝
覇
先
、
字
興
國
…
漢
太
丘
長
陳
寔

之
後
也
」
と
あ
る
。

5　

�

宜
都
、『
陳
書
』
巻
二
八
「
高
宗
二
十
九
王
」
に
「
宜
都
王
叔
明
、字
子
昭
、高
宗
第
六
子
也
。

…
太
建
五
年
、
立
爲
宜
都
王
」
と
あ
る
。

6　
�

利
州
刺
史
、
利
州
は
唐
代
、
山
南
西
道
に
属
す
。
今
日
の
四
川
省
広
元
県
の
あ
た
り
。
刺

史
は
州
の
長
官
。

7　

�
考
、
亡
父
。

8　

�

潤
、
陳
潤
。「
唐
故
坊
州
鄜
城
縣
尉
陳
府
君
夫
人
白
氏
墓
誌
銘
」
巻
四
二
に
「
鄜
城
尉
諱

潤
之
夫
人
」
と
あ
る
。
官
職
は
「
令
」
で
は
な
く
、「
尉
」
と
見
え
る
。

9　

�

坊
州
鄜
城
縣
令
、坊
州
は
関
内
道
に
属
す
。
鄜
城
縣
は
今
日
の
陝
西
省
黄
陵
県
の
あ
た
り
。

縣
令
は
県
の
長
官
。

10　

�

妣
、
亡
母
。
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白
居
易
の
母
に
つ
い
て

33　

�

平
岡
武
夫
氏
は「
陳
潤
の
妻
は
白
鍠
の
娘
で
は
な
い
。
父
は
白
鍠
と
は
別
の
白
某
で
あ
る
」

と
、蓬
左
文
庫
本
を
用
い
て
証
明
し
た
。
参
照「
白
居
易
の
家
庭
環
境
に
関
す
る
問
題
」「
第

五
章　

父
母
の
結
婚
―
陳
夫
人
白
氏
―
」、『
東
方
学
報
』〔
京
都
〕第
三
四
冊�

一
九
六
四
年
。

34　

�

整
理
は
、
藤
善
真
澄
『
安
禄
山
』、
人
物
往
来
社�

一
九
六
六
年�

を
参
考
に
し
て
行
う
。

35　

�「
唐
故
坊
州
鄜
城
縣
尉
陳
府
君
夫
人
白
氏
墓
誌
銘
」
に
は
、「
第
某
女
」
と
あ
る
が
、
平
岡

武
夫
氏
が
用
い
た
蓬
左
文
庫
本
の
校
す
る
異
本
に
は
「
第
五
女
」
に
作
る
と
い
う
。
参
照
、

注
33
。

36　

�「
故
鞏
縣
令
白
府
君
事
状
」
巻
四
六
に
も
と
づ
く
。
な
お
宋
本
は
「
季
庚
」
を
「
季
庾
」

に
作
る
。今
、「
唐
故
坊
州
鄜
城
縣
尉
陳
府
君
夫
人
白
氏
墓
誌
銘
」、『
旧
唐
書
』巻
一
六
六「
白

居
易
伝
」
等
に
拠
っ
て
改
め
る
。

37　

�

例
え
ば
、
杜
甫
は
、
乾
元
二
年
（
七
五
九
）、
洛
陽
か
ら
西
の
華
州
の
任
地
へ
向
か
う
。

そ
の
途
上
、「
無
家
別
」
を
作
り
、
身
寄
り
な
い
老
人
の
出
征
、
郷
里
の
荒
廃
、
人
の
離
散
、

流
民
の
発
生
な
ど
、
華
州
の
悲
惨
な
様
子
を
語
る
。
参
照
、『
杜
詩
詳
注
』
巻
七�

中
華
書

局�

一
九
七
九
年
。

　
　

�

ま
た
天
宝
以
降
の
全
国
の
戸
数
の
激
減
、
同
州
、
華
州
に
お
け
る
人
口
急
変
に
つ
い
て
は
、

参
照
、
凍
国
棟
『
中
国
人
口
史
』
第
二
巻
「
隋
唐
五
代
時
期
」、
復
旦
大
学
出
版
社�

二
〇

〇
二
年
十
一
月
。

38　

�

こ
の
こ
ろ
の
状
況
は
、『
旧
唐
書
』
巻
一
一
「
代
宗
紀
」
に
、「
今
連
歳
治
戎
、
天
下
凋
瘵
、

京
師
近
甸
、
煩
苦
尤
重
、
比
屋
流
散
…
」
と
見
え
る
。
毎
年
外
敵
の
侵
入
に
対
処
し
、
天

下
は
凋
落
す
る
。都
に
近
い
地
域
は
荒
廃
が
も
っ
と
も
ひ
ど
く
、人
家
は
散
り
散
り
に
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

39　

�「
唐
故
坊
州
鄜
城
縣
尉
陳
府
君
夫
人
白
氏
墓
誌
銘
」に
は
、「
延
安
の
終
る
に
洎（
お
よ
）び
、

夫
人
哀
毀
す
る
こ
と
禮
に
過
ぐ
。
孝
女
爲
り
。
鄜
城
の
歿
す
る
に
洎
び
、
夫
人
幼
女
を
撫

訓
す
」
と
死
没
の
順
序
が
見
え
る
。
白
某
（
延
安
府
君
）
は
陳
潤
の
前
に
歿
し
て
い
る
と

わ
か
る
。

40　
�

参
照
、趙
超
「
由
墓
誌
看
唐
代
的
婚
姻
状
況
」、『
中
華
文
史
論
叢
』
一
九
八
九
年�

第
一
期
。

41　

�「
故
鞏
縣
令
白
府
君
事
状
」
に
、「
公
諱
鍠
、
字
□
鍾
、
都
官
郎
中
第
六
子
」
と
あ
る
。

42　

�「
唐
故
白
府
君
墓
誌
銘
并
序
」
中
国
陝
西
省
韓
城
市
博
物
館
蔵
（
総
登
記
号
九
四
、〔
石

雕
〕
三
〇
）
に
、「
高
祖
温
不
仕
、
曽
若

唐
朝
散
大
夫
秘
書
郎
、
祖
季
論
坊
州
宜
君
縣

令
、
父
公
濟
不
仕
」
と
あ
り
、
白
温
の
子
に
若

と
い
う
子
が
い
た
と
確
認
で
き
る
。
参

照
、
和
田
浩
平
「
白
氏
家
族
墓
の
謎
―
白
居
易
と
韓
城
の
関
係
を
追
う
―
」、『
白
居
易
研

究
年
報
』
第
一
三
号�
二
〇
一
二
年
一
二
月
。

11　
�

丁
、
ち
ょ
う
ど
出
会
う
。

12　
�

成
人
、
人
格
の
完
成
者
。『
論
語
』「
憲
問
第
十
四
」
に
「
子
路
問
成
人
。
子
曰
、
若
臧
武

仲
之
知
、
公
綽
之
不
欲
、
卞
莊
之
勇
、
冉
求
之
藝
、
文
之
以
禮
樂
、
亦
可
以
爲
成
人
矣
」

と
あ
る
。
以
下
、
十
三
経
に
関
し
て
は
『
十
三
經
注
疏
』
中
文
出
版
社�

一
九
七
四
年
五

月
を
使
用
。

13　

�

舅
姑
、
白
居
易
の
祖
父
白
鍠
と
祖
母
薛
氏
。

14　

�

蒸
甞
、「
甞
」
は
「
嘗
」
の
異
体
字
。
蒸
甞
は
先
祖
の
祭
り
。『
詩
経
』
小
雅
「
天
保
」
に
「
禴

祠
蒸
嘗
」
と
あ
る
。
毛
伝
に
よ
れ
ば
、
秋
祭
を
「
嘗
」
と
い
い
、
冬
祭
を
「
蒸
」
と
い
う
。

15　

�

娣
姒
、
娣
は
弟
の
妻
、
姒
は
兄
の
妻
。

16　

�

冡
婦
、
舅
が
歿
し
た
後
の
長
子
の
嫁
。『
礼
記
』「
内
則
」
に
「
舅
歿
則
姑
老
。
冡
婦
所
祭

祀
賓
客
、
每
事
必
請
於
姑
」
と
あ
る
。

17　

�

景
慕
、
あ
お
ぎ
慕
う
。

18　

�

儀
刑
、
手
本
と
し
て
な
ら
う
。『
詩
経
』
大
雅
「
文
王
」
に
「
儀
刑
文
王
、
萬
邦
作
孚
」

と
あ
る
。
毛
伝
は
「
刑
」
は
「
法
」
で
あ
る
と
い
う
。

19　

�

別
駕
府
君
、
夫
の
白
季
庚
。
別
駕
は
州
の
次
官
。
刺
史
を
補
佐
す
る
。

20　

�

即
世
、
世
を
去
る
。

21　

�

詩
書
、『
詩
経
』
と
『
書
経
』。

22　

�

恂
恂
、
お
だ
や
か
で
恭
し
い
。『
論
語
』「
郷
党
第
十
」
に
「
孔
子
於
鄉
黨
、
恂
恂
如
也
」

と
あ
る
。

23　

�

宣
平
里
、
長
安
城
の
宣
平
坊
。
朱
雀
大
街
の
東
側
に
あ
り
、
万
年
縣
に
属
す
。

24　

�

先
府
君
、
夫
白
季
庚
の
こ
と
。

25　

�

皇
姑
、
夫
の
亡
母
に
対
す
る
尊
称
。
薛
氏
の
こ
と
。

26　

�

饒
州
浮
梁
縣
主
簿
、
饒
州
は
江
南
西
道
に
属
す
。
浮
梁
縣
は
今
日
の
江
西
省
景
徳
鎮
市
の

あ
た
り
。
主
簿
は
県
の
官
吏
。

27　

�

戸
曹
參
軍
、
京
兆
府
の
民
戸
を
司
る
部
署
の
属
官
。

28　

�

翰
林
學
士
、
天
子
側
近
の
栄
誉
職
。
詔
勅
に
関
す
る
事
務
を
司
る
。

29　

�

秘
書
省
校
書
郎
、
秘
書
省
の
属
官
。
書
籍
の
校
正
を
司
る
。

30　

�

無
祿
、
不
幸
。

31　

�

謝
思
煒
氏
は
、
幼
文
は
季
庚
と
前
妻
と
の
間
の
子
で
あ
る
と
い
う
。
参
照
、
謝
思
煒
『
白

居
易
集
綜
論
』
下
編
「
白
居
易
的
家
世
和
早
年
生
活
」
三
「
白
季
庚
是
否
晩
婚
」、
中
国

社
会
科
学
出
版
社�

一
九
九
七
年
八
月
。

32　

�「
唐
太
原
白
氏
之
殤
墓
銘
」
巻
四
二
に
よ
る
。
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要
　
第
二
十
三
号

64　

�「
閞
」
は
、「
関
」
の
異
体
字
。

65　

�

確
乎
其
不
可
拔
、
し
っ
か
り
と
し
て
い
て
、
そ
の
志
を
変
え
ら
れ
な
い
。

66　

�

滑
州
を
治
め
た
令
狐
章
に
関
し
て
は
、
参
照
、
焦
静
璇
「
唐
中
後
期
的
滑
州
与
義
成
軍
」、

『
河
南
理
工
大
学
報
』〔
社
会
科
学
版
〕
第
二
〇
巻�

第
四
期�

二
〇
一
九
年
一
〇
月
。

67　

 

毙
踣
、
ひ
ぼ
く
、
殺
し
倒
す
。

68　

�

季
庚
、
底
本
宋
本
、
那
波
本
「
季
」
字
下
「
庾
」
に
作
る
。
今
、「
唐
故
坊
州
鄜
城
縣
尉

陳
府
君
夫
人
白
氏
墓
誌
銘
」
巻
四
二
、『
新
唐
書
』
巻
一
一
九
「
列
伝
」
四
四
「
白
居
易
」

等
に
拠
っ
て
「
庚
」
に
改
め
る
。
参
照
、
注
36
。

69　

�

蕭
山
縣
、
江
南
東
道
の
越
州
に
属
す
。
今
日
の
浙
江
省
杭
州
市
の
あ
た
り
。

70　

�

左
武
衛
兵
曹
參
軍
、
左
武
衛
は
禁
中
の
警
備
を
司
る
。
兵
曹
參
軍
は
京
兆
府
の
武
官
を
管

理
す
る
。

71　

�

宋
州
司
戸
參
軍
、
宋
州
は
河
南
道
に
属
す
。
今
日
の
河
南
省
商
丘
市
の
あ
た
り
。
司
戸
參

軍
は
戸
籍
等
を
司
る
属
官
。

72　

�

彭
城
縣
、
河
南
道
徐
州
に
属
す
。
今
日
の
江
蘇
省
徐
州
市
の
あ
た
り
。

73　

�

時
徐
州
爲
東
平
所
管
、『
新
唐
書
』
巻
三
八
「
地
理
」
二
「
河
南
道
」
に
よ
れ
ば
、
当
時

鄆
州
の
政
治
は
東
平
郡
が
中
心
で
あ
っ
た
。

74　

�

李
正
己
の
動
き
を
い
う
。『
新
唐
書
』巻
二
一「
列
伝
」一
三
八「
藩
鎮
淄
青
横
梅
伝
」に「
李

正
己
の
来
歴
が
見
え
、侯
希
逸
と
の
関
係
か
ら
出
世
し
た
様
子
が
記
さ
れ
る
。
李
正
己
は
、

十
州
領
有
後
も
李
霊
耀
の
反
乱
を
機
に
さ
ら
に
五
州
を
手
に
入
れ
、治
所
を
鄆
州
に
移
し
、

子
の
李
納
に
統
治
さ
せ
た
。
建
中
初
の
唐
側
の
汴
州
に
お
け
る
動
き
に
対
し
、
諸
藩
鎮
と

連
合
。
ま
た
、
自
ら
軍
隊
の
演
習
を
行
っ
て
、
徐
州
で
の
軍
事
力
を
高
め
、
建
中
初
に
歿

し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

75　

�

反
之
狀
、
反
乱
の
状
況
。

76　

�

勝
兵
、
精
鋭
部
隊
。

77　
�

埇
口
、
埇
橋
。
今
日
の
安
徽
省
宿
州
市
の
あ
た
り
。

78　
�

李
洧
、『
旧
唐
書
』
巻
一
二
四
「
列
伝
」
七
四
「
李
正
己
」
の
附
伝
に
「
洧
、正
己
從
父
兄
也
。

正
己
用
爲
徐
州
刺
史
。
正
己
死
、
子
納
犯
宋
州
、
洧
以
其
州
歸
順
、
加
御
史
大
夫
…
」
と

あ
る
。

79　

�

潛
謀
以
徐
州
及
埇
口
城
歸
國
、
徐
州
と
埇
口
城
を
国
に
返
し
た
経
緯
は
、
白
居
易
「
薦
李

晏
韋
楚
狀
」
巻
六
八
に
も
見
え
る
。

80　

�

徐
州
一
郡
七
邑
、『
新
唐
書
』
巻
三
八
「
地
理
」
二
「
河
南
道
」
に
「
徐
州
彭
城
郡
、県
七
。

彭
城
、
蕭
、
豐
、
沛
、
滕
、
宿
遷
、
下
邳
」
と
あ
る
。

43　
�「

唐
故
溧
水
縣
令
太
原
白
府
君
墓
誌
銘
」
巻
七
〇
は
、
白
敏
中
の
父
白
季
康
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
文
中
に
、「
父
諱
鏻
、揚
州
録
事
參
軍
。
公
即
禄
事
參
軍
次
子
」と
見
え
る
。

白
敏
中
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
和
田
浩
平
「
韓
城
白
氏
世
系
考
―
『
大
唐
故
白
府

君
墓
誌
銘
』（
白
公
濟
）
を
資
料
と
し
て
」、『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
一
六
号�

二
〇
一
五

年
五
月
。

44　

�

経
済
的
理
由
は
、
参
照
注
33
、
平
岡
武
夫
氏
「
白
居
易
の
家
庭
環
境
に
関
す
る
問
題
」。

45　

�

参
照
注
31
、
謝
思
煒
氏
論
文
。

46　

�

底
本
宋
本
「
字
」
の
下
、
一
字
空
格
。
那
波
本
同
じ
。
那
波
本
は
那
波
道
円
古
活
字
『
白

氏
長
慶
集
』
七
十
一
巻�
四
部
叢
刊
〔
集
部
〕
を
使
用
。

47　

�

解
褐
、
庶
民
の
粗
末
な
服
を
脱
ぎ
、
官
職
に
就
く
。

48　

�

鹿
邑
縣
尉
、
英
華
本
は
「
尉
」
字
の
下
に
、「
歴
晉
陵
縣
尉
汜
水
縣
尉
」
の
九
字
有
り
。

底
本
宋
本
、
那
波
本
無
し
。
英
華
本
は
李
昉
等
『
文
苑
栄
華
』〔
隆
慶
刊
本
〕
華
文
書
局�

一
九
六
五
年
を
使
用
。
鹿
邑
縣
は
河
南
道
亳
（
は
く
）
州
に
属
す
。
今
日
の
河
南
省
周
口

市
の
あ
た
り
。
縣
尉
は
県
の
属
官
。

49　

�

洛
陽
縣
、
河
南
府
に
属
す
。
今
日
の
河
南
省
洛
陽
市
。

50　

�

酸
棗
縣
、
河
南
道
滑
州
に
属
す
。
今
日
の
河
南
省
延
津
県
の
あ
た
り
。

51　

�『
旧
唐
書
』
巻
一
二
四
「
列
伝
」
七
四
、『
新
唐
書
』
巻
一
四
八
「
列
伝
」
七
三
に
、「
令

狐
彰
伝
」
有
り
。
い
ず
れ
も
「
章
」
字
を
「
彰
」
に
作
る
。
底
本
宋
本
、
那
波
本
「
章
」

に
作
る
。

52　

�

秩
滿
、
任
期
満
了
。

53　

�

殿
中
侍
御
史
、
御
史
台
の
殿
院
に
属
し
、
京
師
両
街
の
巡
視
に
あ
た
る
。

54　

�

内
供
奉
、
各
省
禁
中
を
警
護
す
る
内
官
。

55　

�

賜
緋
魚
袋
、
尊
寵
を
賜
り
、
緋
を
服
し
銀
魚
袋
を
佩
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。

56　

�

滑
臺
、
滑
州
。
今
日
の
河
南
省
安
陽
市
滑
県
の
あ
た
り
。
滑
亳
魏
博
節
度
使
の
幕
府
が
置

か
れ
て
い
た
。

57　

�

參
謀
、
節
度
使
の
幕
僚
の
一
つ
。
軍
事
機
密
に
あ
ず
か
る
。

58　

�

咨
度
、
諮
問
。

59　

�

河
南
府
鞏
縣
令
、
鞏
縣
は
河
南
府
に
属
す
。
今
日
の
河
南
省
恐
義
市
の
あ
た
り
。

60　

�

三
考
、
九
年
。

61　

�

淸
直
靜
理
、
清
廉
で
正
直
で
あ
る
。

62　

�

沈
厚
和
易
、
落
ち
着
い
た
人
柄
で
近
づ
き
や
す
い
。

63　

�

寡
言
多
可
、
余
計
な
こ
と
は
い
わ
ず
、
人
に
寛
容
で
あ
る
。
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白
居
易
の
母
に
つ
い
て

106　

�

寸
葱
、『
後
漢
書
』
巻
八
一
「
獨
行
列
伝
」
七
一
「
陸
續
」
に
、「
母
嘗
截
肉
、
未
嘗
不
方
、

斷
葱
以
寸
爲
度
、
是
以
知
之
」
と
、
陸
續
が
葱
の
切
り
方
で
母
の
来
訪
を
知
っ
た
故
事
が

見
え
る
。

107　

�

保
參
不
疑
、『
戦
国
策
』「
秦
策
」
に
、
曽
参
の
母
が
、
我
が
子
が
人
殺
し
を
し
た
と
言
わ

れ
た
が
、
子
を
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
と
い
う
故
事
が
あ
る
。
近
藤
光
男
訳
・
注
釈
『
戦

国
策
』
上
、「
全
釈
漢
文
大
系
」
集
英
社�

一
九
七
五
年
を
参
照
し
た
。

108　

�

聚
螢
、『
晉
書
』
巻
八
三
「
列
伝
」
五
三
「
車
胤
」
に
、
博
学
の
車
胤
が
、
夏
蛍
の
光
で

夜
も
書
を
讀
ん
で
い
た
と
い
う
故
事
が
あ
る
。

109　

�

宋
本
「
墓
」
字
の
下
に
「
誌
」
字
無
し
。

110　

�

琵
琶
引
、
参
照
、
和
田
浩
平
「
金
沢
文
庫
旧
蔵
『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
所
収
『
琵
琶
引
』

の
本
文
に
つ
い
て
」、『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
二
号�

二
〇
〇
一
年
五
月
。

111　

�

白
居
易
の
母
の
死
に
つ
い
て
は
、
事
故
死
亡
説
が
あ
る
。
参
照
、
注
33
平
岡
武
夫
氏
「
白

居
易
の
家
庭
環
境
に
関
す
る
問
題
」
第
六
章
「
母
の
死
」。

112　

�

權
厝
、
か
り
に
お
く
。
柩
を
か
り
に
置
い
て
本
葬
を
待
つ
。

113　

�

宋
本
「
邽
」
字
の
上
に
「
下
」
字
無
し
。

114　

�

發
護
、
掘
り
出
し
、
守
る
。

115　

�

合
祔
、
ご
う
ふ
。
合
葬
す
る
。

116　

�

窆
厝
、
へ
ん
そ
。
埋
葬
す
る
。

117　

�

宅
兆
、
墓
地
。

118　

�

司
空
、北
斉
の
白
建
の
こ
と
。「
故
鞏
縣
令
白
府
君
事
状
」に「
高
祖
諱
建
、北
齊
五
兵
尚
書
、

贈
司
空
」
と
見
え
る
。

119　

�

都
官
郎
中
、
白
温
の
こ
と
。「
故
鞏
縣
令
白
府
君
事
状
」
に
「
父
諱
温
、
朝
請
大
夫
、
檢

校
都
官
郎
中
」
と
見
え
る
。

（
本
学
非
常
勤
講
師
）

81　
�

朝
散
郎
超
授
朝
散
大
夫
、
朝
散
郎
、
朝
散
大
夫
は
と
も
に
文
散
官
。

82　
�

本
州
別
駕
、
本
州
は
徐
州
、
別
駕
は
次
官
。

83　

�
徐
、
泗
觀
察
判
官
、
徐
州
、
泗
州
の
観
察
判
官
。
泗
州
は
徐
州
の
南
に
位
置
す
る
。
観
察

判
官
は
、
観
察
使
の
属
官
。

84　

�

制
、
勅
命
文
。

85　

�

州
將
、
徐
州
刺
史
李
洧
の
こ
と
。

86　

�

効
順
、
忠
順
の
誠
意
を
示
す
。

87　

�

貞
元
、
徳
宗
の
年
号
。

88　

�

檢
校
大
理
少
卿
、檢
校
は
本
官
の
上
の
加
官
。
大
理
少
卿
は
司
法
を
司
る
大
理
寺
の
次
官
。

89　

�

團
練
判
官
、
地
方
で
壮
丁
の
軍
事
訓
練
を
す
る
団
練
使
の
属
官
。

90　

�

挈
、
連
繋
す
る
。

91　

�

將
何
、
ど
う
し
て
。

92　

�

貳
、
助
け
る
。

93　

�

徐
方
、
徐
州
。

94　

�

衢
州
、
江
南
東
道
に
属
す
。
今
日
の
浙
江
省
衢
州
市
の
あ
た
り
。

95　

�

皇
甫
政
、『
旧
唐
書
』
巻
一
二
「
本
紀
」
一
二
「
徳
宗
紀
上
」
貞
元
三
年
春
正
月
戊
寅
の

条
に
「
宣
州
刺
史
皇
甫
政
爲
越
州
刺
史
、
浙
東
觀
察
使
」
と
あ
る
。

96　

�

李
正
己
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
注
74
。

97　

�

侯
希
逸
、『
旧
唐
書
』
巻
一
二
四
「
列
伝
」
七
四
に
「
侯
希
逸
」
の
伝
が
あ
る
。

98　

�

李
正
己
の
家
族
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
張
百
棟
「
平
盧
淄
青
鎮
李
正
己
家
族
研
究
」、
曲

阜
師
範
大
学
、
碩
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
三
年
四
月
。

99　

�『
新
唐
書
』
巻
二
一
三
「
列
伝
」
一
三
八
「
藩
鎮
淄
青
横
梅
伝
」
に
「
正
己
死
、秘
喪
不
発
、

以
兵
會
田
悦
于
濮
陽
」
と
見
え
る
。

100　

�

参
照
、
注
79
。

101　

�

参
照
、
注
42
、
43
。

102　

�『
詩
経
』
大
雅
「
文
王
之
什
」
の
「
文
王
有
声
」
に
「
詒
厥
孫
謀
、以
燕
翼
子
」、〔
厥
（
そ
）

の
孫
謀
を
詒
（
の
こ
）
し
、
以
て
翼
子
を
燕
（
や
す
ん
）
ず
〕
と
あ
る
。
後
に
、「
詒
燕
」

で
、
子
孫
を
安
逸
に
す
る
と
い
う
意
味
に
な
っ
た
。

103　

�

楊
軍
『
元
稹
集
編
年
箋
注
』
散
文
巻
「
元
和
六
年
」、
三
秦
出
版
社�

二
〇
〇
二
年
六
月
。

104　

�

簪
纓
、
し
ん
え
い
。
か
ん
ざ
し
と
冠
の
紐
。
高
官
を
い
う
。

105　

�

擇
鄰
、
劉
向
『
列
女
伝
』「
鄒
孟
軻
母
」
で
、
孟
子
の
母
が
三
度
住
居
を
遷
し
て
教
育
に

つ
と
め
た
故
事
に
も
と
づ
く
。『
四
部
叢
刊
初
編
』
上
海
商
務
印
書
館
。
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